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序

最
近
の
考
古
学
の
発
達
は
実
に
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
戦
前
、
神
話
の
ベ
ー
ル
に
お
お
わ
れ
て
い
た
原
始
古
代
社
会
の
様
相
が
次

第
に
科
学
的
に
解
明
さ
れ
て
い
き
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
喜
び
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
が
く
神
話
の
国
出
雲
を
誇
り
と
し
て
き
た
私
共
で
あ
る
が
、
今
や

「
考
古
学
の
島
根
」
と
し
て
新
し
い
角
度
か
ら
そ
の
特
質
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
考
え
に
も
と
づ
い
て
本
年
度
か
ら
継
続
事
業
と
し
て
、
形
式
と
、
地
域
的
分
布
と
、
年
代
と
を
勘
案
し
て
、
本
県
を
代
表

す
る
と
思
わ
れ
る
古
墳
の
発
掘
調
査
を
計
画
し
、
第

一
着
手
と
し
て
と
り
あ
げ
た
の
が
こ
の
薄
井
原
古
墳
の
発
掘
調
査
で
あ
っ
た
。

焼
け
つ
く
よ
う
な
炎
天
の
も
と
で
、
島
根
考
古
学
会
員
、
島
根
大
￥
生
、
松
江
北
高
生
、
島
根
農
大
付
属
農
高
生
、
松
江
女
子
高
生
、

持
田
青
年
学
級
生
、
松
江
市
立

一
中
生
、
同
三
中
生
、
島
根
大
学
附
属
中
学
生
有
志
ら
を
中
心
と
す
る
調
査
団
員
諸
氏
の
御
奮
闘
に
あ
わ

せ
て
、
土
地
所
有
者
、
地
元
部
落
、
公
民
館
、
松
江
市
教
育
委
員
会
な
ど
の
温
い
御
援
助
、
そ
れ
ら
の
渾
然

一
体
と
な
っ
た
力
が
な
か
っ

た
な
ら
ば
、
こ
の
事
業
は
決
し
て
成
功
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

発
掘
調
査
の
結
果
、
そ
れ
は
最
初
に
予
期
さ
れ
た
も
の
よ
り
も
は
る
か
に
大
規
模
な
も
の
で
、
形
式
も
前
方
後
方
の
双
室
墳
と
い
う
珍

ら
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
学
術
的
に
貴
い
収
穫
が
あ
げ
ら
れ
、
本
県
の
文
化
財
保
護
の
上
に
も
、
大
き
な
刺
戟
と
示
唆
を
あ

た
え
た
こ
と
は
同
慶
の
至
り
で
あ
る
。

調
査
報
告
の
刊
行
に
あ
た
り
、
御
尽
力
を
た
ま
わ
っ
た
各
方
面
に
深
い
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

昭

和

三

十

七

年

二

月

島
根
県
教
育
委
員
会
教
育
長



例

凡

一
、
こ
の
報
告
は
、
島
根
県
教
育
委
員
会
が
昭
和
三
六
年
八
月
に
行
な
っ
た
松
江
市
坂
本
町
薄
井
原
古
墳
の
発
掘
調
査
に
関
す
る
も
の
で

あ

る
。

二
、
発
掘
調
査
は
、
山
本
清

・
井
上
捐
介

・
島
重
海
、
岩
佐
文
子
、
池
田
満
雄

・
近
藤
正

・
笠
井
信
男

。
東
森
市
良
が
調
査
員
と
し
て
そ

の
任
に
あ
た
り
、
松
江
市
持
田
青
年
学
級

。
島
根
大
学

。
松
江
北
高
校

・
松
江
市
立
女
子
高
校

・
松
江
市
立
第

一
中
学

。
同
第
三
中
学

・
島
根
大
学
付
属
中
学
の
学
生
生
徒
有
志
を
主
と
し
、
そ
の
他
諸
方
面
の
参
加
、
協
力
を
得
て
実
施
し
た
。

三
、
こ
の
報
告
書
の
執
筆
は
、
第
二
号
石
室
出
土
馬
具
及
び
同
石
棺
内
部
検
出
遺
物
に
関
す
る
項
は
近
藤
が
担
当
し
、
そ
の
他
は
山
本
が

執
筆
し
だ
。
調
査
の
経
過
に
つ
い
て
は
池
田
の
調
査
日
誌
に
よ
っ
た
。

四
、
遺
物
の
整
理
と
実
測
は
近
藤
が
中
心
と
な
り
、
池
田

。
東
森

。
松
江
北
高
校
生
が
協
力
し
て
行
な
っ
た
。

五
、
墳
丘
と
内
部
構
造
実
測
図
の
透
写
は
東
森
が
、
遺
物
実
測
図
透
写
は
近
藤

・
池
田
が
行
な
っ
た
。

六
、
写
真
撮
影
は
、
発
掘
関
係
は
近
藤
が
、
遺
物
は
近
藤

・
山
本
が
こ
れ
を
行
な
っ
だ
。

七
、
今
回
の
復
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
完
全
復
刻
を
基
本
と
し
た
が
、　
一
部
誤
字

。
脱
字
等
の
訂
正
を
行
な
っ
た
。



八 七 六 五 四 三 二 一

第 第 第 第 第 第 墳 薄
三 二 一 一 一 一 丘 井

号 号 号 号 号 号 及 原
石 石 石 石 石 石 び 古 図
室 室 室 室 室 室 陪 墳
石 実 ⌒ ⌒ ⌒ 実 塚 遠 版
棺 測 奥 羨 調 測 実 望

奪

図

軍 吾
罵

図
劉

 昇

七 六 五 四 三 二

結 遺 内 墳 位 調

蔀丘 置査
並

構 び と の

語 物 造 に 環 経

陪 境 過

本

文

目

調
査
に
至
る
ま
で
の
い
き
さ
つ

薄

井

原

古

墳

調

査

報

告

次

序
凡

文
例

調
査
終
了
後
）

塞
状
況
。
玄
室
袖
部
構
築
状
況
）

石
積
状
況
。
同
下
部
石
積
状
況
）

図
。
蓋
石
実
状
）

塚

鵜根県勲晴
委
員酷

一
一一一

一
八

一
一
一

二

七

二

九
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四 三 二 一 o九 八 七 六 五 四

第 第 第 第 第 前
三 二 二 一 一 方

―  八 七 六 五 四 三 二 一 〇 九

月挿号巨冒言言]]言号巨
近  室 室 室 室 室 面 面 室 室 室

塞 況 況
状

° °

況 奥 天°
壁 井

羨 石 石
門 積

V

前 状
面 況
積

V

石
の
状
況

第
二
号
石
室
棺
内
出
土
遺
物
実
測
図

（刀
子
及
び
鈍
）

第
二
号
石
室
棺
内
出
土
遺
物
実
測
図

（直
刀
）

第
二
号
石
室
棺
内
出
土
遺
物
実
測
図

（鉄
鏃
）

号 号 号
石 石 石
室 室 室
出 出 遺
土 土 物
遺 遺 出
物 物 土
実 実 状
測 測 況
図 図 図

馬 須
具 恵
。器
鏃

V

身
様
鉄
器

号 号 部
石 石 上
室 室 面
出 遺 出
土 物 土
遺 出 遺
物 土 物
実 状 実
測 況 測
図 図 図

第
二
号
石
室
羨
門
前
面
排
水
構
造
実
測
図

第

一
号
石
室
石
棺
実
測
図

第
二
号
石
室
蓋
石
実
測
図

墳
丘
調
査
区
分
図

分
布
図

（棺
内
。
棺
外
）

九 六 五
一一一二

一一一一一一

三

四

二

五

一一一
一ハ

三

七

一二
八

一二
八 二 九 四
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調

査

に

至

っ

た

い

き

さ

つ

昭
和
三
六
年
に
調
査
を
行
な
っ
た
松
江
市
坂
本
町
の
薄
井
原
古
墳
は
、
こ
の
調
査
に
よ
り
、
当
地
方
と
し
て
は
大
形
首
墳
に
属
す
る
丘

上
の
前
方
後
方
墳
で
あ
っ
て
、
主
体
と
し
て
片
袖
形
横
穴
式
石
室
の
同
時
に
企
画
築
造
せ
ら
れ
た
と
覚
し
き
も
の
二
つ
を
も
つ
こ
と
が
判

明
し
、
し
か
も
盗
掘
を
経
て
い
た
け
れ
ど
も
、
幸
に
か
な
り
の
副
葬
品
が
遺
存
し
て
、
そ
の
時
期
等
を
考
う
べ
き
棚
り
所
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
の
墳
形
が
近
時
頓
に
学
界
の
注
目
を
あ
つ
め
る
よ
う
に
な
っ
た
前
方
後
方
墳
で
あ
る
こ
と
に
お
い
て
、
ま
た
そ
の
内
部
構
造

が
珍
ら
し
い
双
室
墓
で
あ
る
こ
と
に
お
い
て
、
そ
の
他
種
々
の
点
に
お
い
て
、
有
益
な
新
事
実
が
判
明
し
、
所
期
の
目
的
に
そ
う
こ
と
大

で
あ
っ
だ
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
古
墳
は
、
そ
の
存
在
は
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
ま
ず
調
査
以
前
の
状
況
と
調
査

計
画
の
具
体
化
し
た
い
き
さ
つ
の
概
略
を
記
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
首
墳
は
、
大
正

一
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
島
根
県
史
第
四
巻
四
二
頁
に
、

同

（醇
能
嬰
思
持
）
大
字
坂
本
香
々
廻
　
　
　
同
　
（攀
膳
嘘
一じ
　
石
室
ア
リ

同
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
発
掘
　
　
　
　
前
方
後
円
墳

と
記
載
す
か
も
の
に
該
当
す
る
。　
一
墳
を
二
墳
と
し
て
記
載
し
た
の
は
了
解
に
苦
し
む
が
、　
一
墳
に
二
つ
の
石
室
を
も
つ
た
め
、
早
く
発

掘
破
壊
さ
れ
た
石
室
を

一
墳
と
見
、
他
の
石
室
の
あ
た
り
は
墳
丘
の
保
存
も
よ
い
た
め
別
墳
と
認
め
た
も
の
か
と
察
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て

前
方
後
円
墳
と
し
た
の
は
、
樹
木
の
た
め
墳
形
を
誤
認
し
だ
た
め
で
あ
ろ
う
。

さ
て
今
回
の
発
掘
調
査
に
従

っ
た

一
員
で
あ
る
山
本
調
査
員
は
、
昭
和

一
八
年

一
〇
月
に
、
島
根
県
史
蹟
調
査
委
員
と
し
て
こ
の
方
面

数
か
村
の
古
墳
調
査
を
依
嘱
さ
れ
、
当
時
の
持
田
村
役
場
吏
員
の
案
内
で
、
右
の
県
史
の
記
事
を
手
が
か
り
と
し
て
現
地
踏
査
を
行
な
っ

た
。
そ
の
際
右
の
半
壊
の
石
室
の
ほ
か
に
他
の
石
室
が
蓋
石
の

一
部
を
露
出
し
て
お
り
、　
一
墳
に
二
室
を
有
す
る
古
墳
で
あ
る
こ
と
を
知

-1-



ヨ

っ
た
。
と
こ
ろ
で
半
壊
し
た
石
室
の
方
は
、
野
石
と
割
り
石
を
以
っ
て
構
成
す
る
片
袖
形
石
室
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
他
の
石
室

は
蓋
石
の
合
わ
せ
目
に
間
隙
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
内
部
を
わ
ず
か
に
覗
い
得
る
に
過
ざ
ず
、
そ
の
形
式
は
判
別
出
来
な
か
っ
だ
。
墳
形

に
つ
い
て
は
、
県
史
に
右
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
の
で
注
意
し
た
が
、
何
分
し
の
竹
や
樹
木
が
密
生
し
て
い
て
判
別
出
来
な
か
っ
た
。

終
戦
後

（昭
和
二

一
年
ご
ろ
）
右
の
未
発
掘
の
石
室
の
中
に
入
っ
て
見
た
人
が
あ
り
、
鐙
な
ど
を
採
取
し
、
か
つ
同
室
に
は
石
棺
が
あ

る
こ
と
を
知

っ
た
、
と
い
う
う
わ
さ
を
聞
い
た
の
で
、
昭
和
三
二
年
六
月

一
一
日
、
再
び
こ
の
吉
墳
を
踏
査
し
た
と
こ
ろ
、
半
壊
し
た
石

室
は
以
前
の
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
第
二
の
石
室
の
方
は
蓋
石
の
あ
た
り
の
到
土
を
掘
り
広
げ
、
蓋
石
に
接
す
る
東
北
側
の
壁
石
が
数
個
抜

き
取
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
室
内
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
室
内
に
は
天
丼
か
ら
八
〇
セ
ン
チ
ば
か
り
の
と
こ
ろ
ま
で
上
が
充

満
し
て
お
り
、
室
底
の
状
況
は
知
り
得
な
か
っ
た
。
室
底
に
あ
る
石
棺
を
事
実
た
し
か
め
に
も
の
と
す
る
と
、　
一
度
は
相
当
量
の
上
を
室

外
に
排
除
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
再
び
室
内
に
陥
入
し
た
も
の
と
見
受
け
ら
れ
た
。
な
お
同
目
土
地
所
有
者

（小
車
穂
瑞
）
に

面
会
し
、
こ
の
吉
墳
に
つ
き
左
の
如
く
聴
取
し
た
。

子
供
の
こ
ろ
か
ら
第

一
の
石
室
は
蓋
石
が
傾
い
て
い
て
、
中
に
は
い
る
こ
と
が
で
き
た
。
い
つ
ご
ろ
開
口
し
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
。

石
室
か
ら
遺
物
が
出
た
と
い
う
こ
と
は
聞
い
て
い
な
い
。

古
墳
の
附
近
を
畑
に
し
て
い
た
こ
ろ
に
、
そ
こ
か
ら
土
器
が
出
て
、
畑
に
近
い
小
丸
山
と
い
う
小
高
い
と
こ
ろ
に
積
ん
で
い
た
。
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
お
こ
の
時
の
踏
査
で
も
墳
形
は
や
は
り
判
別
で
き
な
か
っ
た
。

右
の
よ
う
な
次
第
で
あ
っ
た
か
ら
、
昭
和
二
五
年
に
日
本
考
古
学
協
会
の
委
嘱
で
作
製
し
た

「
島
根
県
古
墳
基
本
カ
ー
ド
」
に
は
、
こ

の
古
墳
を
次
の
如
く
記
載
し
た
。

番
号
　
府
県
別
　
一
四
八
　
　
市
町
村
別

（持
田
）

一
七
　
　
地
図
名
　
境

所
在
　
八
束
郡
持
田
村
大
字
坂
本
小
字
薄
井
原

名
称
　
薄
井
原
古
墳
　
　
地
目
　
山
林
　
所
有
者
　
小
車
穂
瑞
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外
形
　
革副
方
後
円
墳
か

内
部
構
造
　
一
つ
の
墳
丘
に
二
つ
の
横
穴
式
石
室

（自
然
石
及
び
割
石
積
、
片
袖
）

遺
物
　
轡
等
　
　
所
在
　
岡
芳
雄

文
献
　
島
根
県
史
四
に

「
香
々
廻
」
と
記
せ
る
も
の
に
当
る
。

こ
の
基
本
カ
ー
ド
に
基
き
、
昭
和
二
八
年
島
根
県
教
育
委
員
会
で
作
製
し
、
文
部
省
に
提
出
さ
れ
た
島
根
県
古
墳
台
帳
に
も
、
同
様
に

記
載
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

昭
和
三
六
年
度
に
お
い
て
、
島
根
県
教
育
委
員
会
が
こ
の
古
墳
の
発
掘
調
査
を
行
な
う
こ
と
と
な
り
、
事
前
に
足
立
社
会
教
育
課
長
、

田
部
補
佐
、
山
崎
文
化
財
係
長
等
と
と
ヽ
に
山
本
、
近
藤
両
調
査
員
が
実
地
視
察
を
行
な
っ
た
際
に
は
、　
一
辺
三
〇
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
、

高
さ
三

・
五
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
方
形
墳
の
可
能
性
を
印
象
づ
け
ら
れ
た
。

以
上
は
こ
の
古
墳
に
関
す
る
、
今
回
の
調
査
以
前
に
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
概
要
で
あ
る
。

次
に
今
回
の
発
掘
調
査
に
至

っ
た
事
情
は
大
要
次
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ら
前
記
の
よ
う
な
こ
と
が
判
明
し
て
い
た
の
で
、

「
一
墳

に
二
構
造
を
有
す
る
珍
ら
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
」

「
石
室
は
、
半
壊
し
た
第

一
石
室
に

つ
い
て
み
る
も
、　
こ
の
地
域
と
し
て
は
相
当

大
形
で
あ
り
、
か
つ
片
袖
式
と
い
う
、
こ
の
地
方
と
し
て
は
例
の
乏
し
い
形
式
で
あ
る
こ
と
。
し
か
も
第
二
石
室
は
石
棺
も
あ
る
入
念
の

構
造
と
称
せ
ら
れ
る
こ
と
」

「
墳
丘
も
前
方
後
円
と
称
せ
ら
れ
、
相
当
大
形
首
墳
で
あ
る
こ
と
」
等
の
諸
点
を
綜
合
す
る
と
、
こ
の
地
方

と
し
て
は
相
当
規
模
も
大
き
く
、
か
つ
重
要
な
首
墳
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
る
と
こ
ろ
、
第

一
の
石
室
は
す
で
に
半
壊
し

そ
の
上
残
存
の
蓋
石
二
枚
の
う
ち
、　
一
枚
は
す
で
に
甚
し
く
傾
斜
し
顛
落
寸
前
の
状
態
に
あ
り
、
こ
の
石
が
落
ち
れ
ば
、
持
送
り
手
法
の

玄
室
壁
は
崩
壊
す
る
ほ
か
は
な
い
。
ま
た
第
二
の
石
室
も
、
す
で
に
右
の
如
く
側
壁
を

一
部
破
壊
し
て
室
内
に
密
掘
の
手
が
お
よ
ん
で
お

り
、
ま
た
壁
を
壊
し
た
た
め
室
全
体
の
損
壊
も
憂
慮
さ
れ
る
状
態
で
あ
る
。
要
す
る
に
こ
の
よ
う
な
重
要
な
古
墳
を
こ
の
ま
ま
放
置
す
る

こ
と
は
、
す
こ
ぶ
る
危
険
で
あ
っ
て
、
今
の
う
ち
に
計
画
的
な
調
査
を
行
な
い
、
せ
め
て
事
実
を
記
録
に
留
め
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら

-3-



れ
た
。

し
か
る
と
こ
ろ
、
県
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
三
六
年
度
に
お
い
て
、
文
化
財
行
政
の
立
場
か
ら
、
古
墳
の
発
掘
調
査
を
計
画
す
る
こ

と
と
な
っ
た
の
で
、
薄
井
原
古
墳
の
調
査
を
行
な
う
こ
と
は
、
諸
般
の
目
的
に
も
っ
と
も
叶
う
も
の
と
考
え
ら
れ
、
同
年
八
月
を
期
し
て

こ
れ
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二

調

査

の

経

過

こ
の
調
査
に
関
す
る
調
査
員
と
し
て
、
山
本

清

（島
根
大
学
）
井
上

捐
介
、
島

重
海
、
岩
佐

文
子

（以
上
松
江
北
高
校
）
池
田
満
雄

（松
江
三
中
）
近
藤
正

（県
立
博
物
館
）
東
森
市
良

（松
江
市
立
女
子
高
校
）
笠
井
信
男

（松
江

一
中
）
が
事
に
従
い
、
主
催
者
た
る
教

育
委
員
会
と
し
て
は
文
化
財
係
長
山
崎
亮
平
、
同
嘱
託
伊
藤
菊
之
輔
が
現
地
の
事
に
当
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
発
掘
作
業
に
は
松
江
市

持
田
青
年
学
級
生
、
島
根
大
学
、
松
江
北
高
校
、
松
江
市
立
女
子
高
校
、
松
江
第

一
中
学
、
同
第
三
中
学
、
等
の
学
生
生
徒
が
参
加
協
力

す
る
こ
と
と
し
た
が
、
後
記
の
よ
う
に
邑
智
郡
邑
智
中
学
門
脇
俊
彦
、
大
原
郡
大
東
町
久
野
中
学
蓮
岡
法
障
、
島
根
農
大
附
属
農
林
高
校

佐
々
木
土
佐
大
、島
大
附
属
中
学
安
部
登
、
八
束
郡
八
束
中
学
野
津
弘
夫
の
諸
氏
も
進
ん
で
調
査
員
に
加
勢
せ
ら
れ
、
ま
た
農
大
附
属
農
林

高
校
生
、
島
大
附
属
中
学
生
等
も
作
業
に
参
加
し
て
熱
心
に
協
力
し
た
。
以
下
時
日
を
追
う
て
調
査
進
展
の
概
況
を
記
す
こ
と
と
す
る
。

調
査
に
先
だ
ち
、
七
月

一
三
日
関
係
者
の
打
合
会
を
開
き
、
社
会
教
育
課
長
、
文
化
財
係
、
各
調
査
員
出
席
、
諸
般
の
事
前
打
合
を
行

な
い
、
か
つ
調
査
の
直
接
事
項
以
外
の
事
務
的
分
担
を
左
の
通
り
定
め
た
。

（総
指
揮
）
山
本

（庶
務
）
山
崎
、
伊
藤
、
近
藤
、
池
田

（会
計
）
赤
木
、

清
水

（渉
外
）
山
崎
、
林
、

池
田

（器
材
）
東

森
、

島

（

記
録
、
写
真
）
笠
井
、
近
藤

（生
徒
指
導
）
井
上
、
島
、
東
森
、
笠
井
、
池
田

（救
護
）
岩
佐
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な
お
学
生
、
生
徒
の
参
加
に
つ
い
て
了
承
。

以
下
各
日
の
現
地
調
査
参
加
者
を
記
す
に
便
宜
上
、
県
教
委
係
官
を
Ａ
、
調
査
員
を
Ｂ
、
作
業
参
加
者
を
Ｃ
と
し
て
そ
の
下
に
該
当
者

を
記
す
こ
と
と
す
る
。

七
月
二
九
日

　

（晴
夕
方
小
雨
）
　

　

Ａ
山
崎
　
Ｂ
池
田
、
近
藤
　
Ｃ
持
田
青
年
七

用
具
の
運
搬
の
後
早
速
下
木
の
伐
採
に
と
り
か
か
る
。
下
木
は
こ
と
の
外
密
生
し
て
い
て
思
う
よ
う
に
作
業
は
は
か
ど
ら
な
い
。
持
田

公
民
館
長
が
諸
般
に
関
し
斡
旋
せ
ら
れ
た
。

七
月
二
〇
日

　

（雨
後
曇
）
　

　

Ｂ
池
田
、
近
藤
　
Ｃ
持
田
青
年
四

下
木
伐
採
作
業
。

七
月
二

一
日

（晴
）
　

Ａ
山
崎
、
Ｂ
池
田
、
近
藤
　
　
Ｃ
持
田
青
年
六
、
松
江
北
高
二

下
木
伐
採
作
業
。　
一
応
塚
の
上
面
そ
の
他
主
要
部
の
伐
採
を
行
な
っ
た
の
で
、
塚
の
全
景
が
見
通
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
西

南
向
き
の
前
方
後
方
墳
で
あ
っ
て
、
前
方
部
の
西
南
端
に
近
い
所
と
、
前
方
部
の
西
斜
面
に
接
す
る
所
と
に
二
つ
の
陪
塚
を
伴

っ
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
た
。

八
月

一
日

（晴
）
　

　

Ａ
山
崎
、
伊
藤
　
Ｂ
山
本
、
井
上
、
島
、
岩
佐
、
池
田
、
近
藤
、
東
森
、
笠
井
、
外
に
門
脇
、
安
部
両
氏
来

援
　
Ｃ
持
田
青
年
五
、
松
江
北
高

一
〇
、
松
江
女
子
高
二
、
林
江
三
中
九

本
日
よ
り
正
式
の
調
査
開
始
に
つ
き
、
一
〇
時
か
ら
修
戒
式
を
行
な
う
。
斎
主
石
川
美
曾
岐
宮
司
、
主
催
者
馬
場
教
育
長
、
足
立
社
会
教

育
課
長
、
山
崎
文
化
財
係
長
、
伊
藤
嘱
託
、
地
主
、
各
調
査
員
、
持
田
公
民
館
長
、
其
他
全
参
加
者
参
列
。
終
っ
て
教
育
長
挨
拶
、
課
長

の
調
査
員
紹
介
あ
り
。
な
お
式
に
先
だ
ち
山
本
、
池
田
両
調
査
員
よ
り
古
墳
の
説
明
と
作
業
上
の
注
意
を
行
な
っ
た
。

右
終
了
後
直
ち
に
作
業
に
移
る
。
伐
木
の
片
づ
け
と
墳
丘
の
実
測
で
あ
る
。
測
量
は
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
と
平
板
を
併
用
し
、
二
〇
〇
分
の

一
の
図
を
作
る
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
主
丘
の
上
部
か
ら
西
側
斜
面

へ
と
測
量
を
す
す
め
、
ほ
ば
そ
の
ベ
ー
ス
に
あ
た
る
五

・
五
メ
ー
ト
ル
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の
線
ま
で
を
終
え
る
。

八
月
二
日

　

（晴
午
後
曇
）
　

　

Ｂ
山
本
、
井
上
、
島
、
池
田
、
近
藤
、
東
森
、
外
に
門
脇
、
安
部
両
氏
加
勢
　
Ｃ
持
田
青
年
二
、

北
高

一
一
、
女
子
高
二
、
三
中
五
、
附
中
五

１
、
墳
丘
実
測
。
ほ
ぼ
墳
丘
の
全
域
に
お
よ
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
塚
の
基
底
附
近
や
陪
塚
は
未
了
で
あ
る
が
、
塚
の
概
形
と
大
体
の
大

き
さ
は
判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
全
長
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
五
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
方
墳
で
あ
る
。

２
、
第

一
号
石
室

（南
の
石
室
）
の
発
掘
。
壊
さ
れ
て
い
る
第

一
号
石
室
の
う
ち
、
蓋
石
を
失
い
、
も
っ
と
も
上
が
多
く
落
ち
こ
ん
で

せ
ん
ど
う

い
る
羨
道
部
の
土
石
の
排
除
を
す
す
め
る
。
羨
道
の
幅
は

一
メ
ー
ト
ル
弱
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
上
部
の
土
中
か
ら
大
形
須
恵
器
の
小

片
を
検
出
。

３
、
第
二
号
石
室
。
中
央
の
盗
掘
の
凹
所
か
ら
、
主
軸
と
直
角
に
西
方

ヘ
ト
レ
ン
チ
を
作
り
、
わ
ず
か
に
排
土
。

４
、
主
丘
東
斜
面
。
浅
い
ト
レ
ン
チ
を
設
け
埴
輪
、
葺
石
等
の
表
面
施
設
を
探
し
、
墳
丘
の
基
底
部
ま
で
及
ん
だ
が
、
両
者
と
も
に
そ

の
形
跡
を
認
め
な
い
。

八
月
二
日

　

（曇
夕
方
小
雨
）
　

　

Ａ
伊
藤
　
Ｂ
山
本
、
島
、
池
田
、
近
藤
、
東
森
、
外
に
門
脇
氏
加
勢
　
Ｃ
持
田
青
年

一
二
、
島

大

一
、
北
高
八
、
三
中

一
、
附
中
二

１
、
墳
丘
実
測
。
お
も
に
陪
塚
お
よ
び
そ
の
附
近
。

２
、
第

一
号
室
。
羨
道
部
の
大
部
分
を
排
土
。
床
面
は
礫
を
敷
く
こ
と
判
明
。
排
土
中
に
須
恵
器
小
片
を
検
出
。

３
、
第
二
号
石
室
。
主
室
上
を
墳
丘
中
軸
と
直
交
す
る
東
西
ト
レ
ン
テ
に
拡
張
し
て
羨
道
の
方
向
を
求
め
る
。
西
部
で
は
主
室
の
蓋
石

の
面
ま
で
掘
り
下
げ
た
。

八
月
四
日

　

（曇
）
　

　

Ａ
山
崎
　
Ｂ
山
本
、
井
上
、
池
田
、
近
藤
、
東
森
　
Ｃ
持
田
青
年
二
、
島
大
二
、
北
高

一
一
、女
子
高
二
、

一
中

一
五
、
三
中
四
、
附
中
四
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１
、
墳
丘
実
測
。
周
囲
の
地
形
を
測
る
。
西
側
方
面
を
除
き
大
部
分
を
終
え
る
。

２
、
第

一
号
室
。
羨
道
の
最
奥
部
、
蓋
石
の
残
存
す
る
所
の
下
を
排
土
。
陥
入
土
と
と
も
に
、
か
な
り
の
大
形
石
が
あ
り
、
ま
た
玄
室

に
も
同
様
の
石
陥
入
に
つ
き
、
チ
ェ
ー
ン
ブ

ロ
ッ
ク
で
搬
出
。
羨
道
の
こ
の
部
分
は
北
側
壁
の
下
郡
は
崩
壊
の
お
そ
れ
も
あ
る
の
で
慎
重

に
作
業
し
、
大
部
分
を
排
除
で
き
た
。
な
お
羨
門
の
あ
た
り
に
転
が
っ
て
い
た
、
や
や
広
い
石
は
家
形
石
棺
の
蓋
石
の

一
部
と
判
明
。

３
、
第
二
号
石
室
。
玄
室
蓋
石
か
ら
そ
れ
に
続
く
石
積
み
に
そ
っ
て
掘
り
下
げ
た
が
、
羨
道
の
方
向
を
知
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

４
、
外
部
施
設
の
調
査
。
主
丘
東
斜
面
の
ト
レ
ン
チ
を
拡
張
し
て
墳
丘
表
面
の
施
設
の
有
無
を
検
討
し
た
が
、
や
は
り
埴
輪
や
葺
石
は

見
当
た
ら
な
い
。

作
業
終
了
後
、
持
田
公
民
館
で
、
公
民
館
長
を
交
え
、
山
崎
係
長
と
調
査
の
進
行
に
つ
い
て
協
議
。

八
月
五
日

　

（曇
）
　

　

Ａ
山
崎
　
Ｂ
山
本
、
井
上
、
笠
井
、
池
田
、
近
藤
、
東
森
　
Ｃ
持
田
青
年
五
、
北
高
八
、
女
子
高
二
、

一
中

一
四
、
附
中
四

１
、
墳
丘
実
測
。
周
囲
の
地
形
を
測
量
。
こ
れ
で
墳
丘
測
量
は

一
応
完
了
。

２
、
第

一
号
石
室
。
玄
室
の
排
土
を
す
す
め
る
。

３
、
第
二
号
石
室
。
引
続
き
ト
レ
ン
チ
を
掘
り
下
げ
て
羨
道
を
探
す
。
西
側
の
蓋
石
か
ら
下
方

へ
続
く
石
積
は
羨
道
で
な
く
奥
壁
の
よ

う
で
あ
る
。

４
、
前
方
部
上
面
調
査
。
前
方
部
上
面
の
主
丘
に
接
す
る
所
に
、
主
軸
と
直
交
す
る
浅
い
ト
レ
ン
チ

（Ａ
区
）
を
設
け
て
検
討
。
本
来

の
墳
丘
表
面
と
認
め
ら
れ
る
所
に
、
須
恵
器
蓋
ヌ
の
破
片
、
土
師
器
高
界
の
脚
等
、
小
片
が
多
い
が
か
な
り
多
く
検
出
さ
れ
た
。

八
月
六
日

　

（曇
）
　

　

Ａ
山
崎
　
Ｂ
山
本
、
島
、
池
田
、
近
藤
、
東
森
、
外
に
蓬
岡
氏
加
勢
　
Ｃ
持
田
青
年
二
、
島
大

一
、
北
高

六
、　
一
中
四
、
三
中
二
、
附
中
四

１
、
第
二
号
石
室
。
玄
室
蓋
石
上
面
実
測
。
玄
室
東
側
の
地
表
下
ニ
メ
ー
ト
ル
余
り
に
蓋
石
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
羨
道
は
東
向
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と
確
認
。
羨
門
の
方
向
に
ト
レ
ン
チ
を
掘
る
。
深
さ
ニ
メ
「
ト
ル
で
石
に
当
た
る
。
こ
れ
で
石
室
の
方
向
は
判
明
し
た
が
、
第

一
号
石
室

と
は
正
反
対
の
方
向
に
築
か
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

２
、
前
方
部
上
面
調
査
。
昨
日
か
ら
始
め
た
Ａ
区
の
調
査
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
そ
れ
と
直
交
し
、
主
軸
の
方
向
に
浅
い
ト
レ
ン
チ

を
掘
り

（Ｂ
区
）
元
の
墳
丘
面
を
検
討
。
昨
日
同
様
Ａ
区
か
ら
土
師
器
、
須
恵
器
の
破
片
を
検
出
。
Ｂ
区
で
も
須
恵
器
片
を
検
出
。

八
月
七
日

　

（晴
）
　

　

Ａ
山
崎
、
伊
藤
　
Ｂ
山
本
、
井
上
、
島
、
近
藤
、
東
森
、
外
に
佐
々
木
、
野
津
両
氏
加
勢
　
Ｃ
持
田
青
年

二
、
島
大
二
、
北
高
八
、
女
子
高

一
、　
一
中
四
、
附
中
四
、
八
束
中
九

１
、
第

一
号
石
室
。
羨
門
附
近
清
掃
。
玄
室
南
壁
上
部
実
測
。
天
丼
石
を
取
り
外
す
必
要
が
あ
る
と
き
は
壁
の
崩
壊
を
来
す
ゅ
え
現
状

を
記
録
し
た
。

２
、
第
二
号
石
室
。
石
室
上
面
の
石
を
ほ
ぼ
完
全
に
露
出
さ
す
。
玄
室
蓋
石
は
四
枚
で
最
奥
の

一
枚
は
、
原
状
を
保
ら
、
第
二
石
は
前

方
に
相
当
傾
斜
、
第
二
石
は

一
端
を
側
壁
上
に
留
め
、
他
端
を
約
六
〇
度
の
傾
斜
で
室
内
に
突
っ
こ
み
、
第
四
石
は
や
や
ゆ
る
ざ
な
が
ら

原
位
置
に
近
く
残
る
。
羨
道
蓋
石
は
ほ
ぼ
原
位
置
を
保
つ
が
、

側
壁
の

ゆ
る
ざ
が
認
め
ら
れ
、
羨
門
か
ら

発
掘
す
る
こ
と
は
困
難
と
判

明
。３

、
前
方
部
表
面
調
査
。
昨
日
に
引
続
き
進
行
。
Ｂ
区
で
は
や
は
り
上
師
器
片
、
須
恵
器
片
が
出
土
。
こ
と
に
前
方
部
西
南
部
の
最
高

地
点

（Ｃ
区
）
か
ら
立
派
な
器
台
様
の
須
恵
器
の
残
欠
を
検
出
。

松
江
土
木
事
務
所
池
田
氏
を
わ
ず
ら
わ
し
、
蓋
石
の
撤
去
作
業
に
つ
い
て
計
画
し
て
い
た
だ
く
。

八
月
八
日

　

（晴
）
　

　

Ａ
山
崎
　
Ｂ
山
本
、
島
、
岩
佐
、
近
藤
、
東
森
、
外
に
佐
々
木
、
野
津
両
氏
加
勢
　
Ｃ
持
田
青
年
二
、
島

大
三
、
北
高
三
、
農
高
七
、　
一
中
二
、
附
中

一

１
、
第

一
号
石
室
。
羨
道
南
壁
清
掃
。

２
、
第
二
号
石
室
。
羨
門
部
は
蓋
石
の
際
か
ら
両
側
壁
が
平
面
八
字
形
に
開
く
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
間
に
も

径

〓
一〇
セ
ン
チ
内
外
の
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野
石
が
積
み
並
べ
て
あ
る
。

３
、
主
丘
北
斜
面
。
ほ
ば
斜
面
の
中
央
を
主
軸
に
沿
う
て
ト
レ
ン
チ
を
丘
裾
の
平
地
に
も
延
長
し
、
墳
丘
表
面
を
検
討
す
る
と
と
も
に

盛
上
の
構
成
検
討
に
そ
な
え
る
こ
と
と
す
る
。

４
、
前
方
部
表
面
。
新
た
に
前
方
部
上
面
西
南
部
に
Ｃ
区
ト
レ
ン
チ
を
作
り
、
Ｂ
区
と
と
も
に
調
査
を
続
行
。

本
国
松
江
土
木
事
務
所
よ
り
、
丸
太
、
フ
イ
ヤ
、
チ
ェ
ン
ブ

ロ
ッ
ク
等
到
着
。
現
場
に
搬
入
。

八
月
九
日

　

（曇
）
　

　

Ａ
山
崎
　
Ｂ
山
本
、
井
上
、
岩
佐
、
島
、
笠
井
、
池
田
、
近
藤
、
東
森
、
外
に
佐
々
木
氏
加
勢
　
Ｃ
島
大

一
、
北
高

一
、
農
高
四
、　
一
中

一
、
三
中

一

１
、
第

一
号
石
室
。
実
測
―
羨
道
上
面
図
。
玄
室
の
倒
れ
た
蓋
石
に
二
本
の
支
柱
を
加
え
て
室
肉
作
業
の
安
全
を
は
か
る
。

２
、
第
二
号
石
室
。
玄
室
蓋
石
撤
去
。
松
江
土
木
事
務
所
よ
り
二
名
の
専
門
家
に
来
て
も
ら
い
、
ま
た
本
庄
町
の
内
田
虎
正
氏
外

一
名

の
自
発
的
加
勢
が
あ
り
、
専
門
家
の
手
で
安
全
に
作
業
。
玄
室
最
高
の
蓋
石
は
丸
太
に
フ
イ
ヤ
で
拍
え
釣
り
を
施
し
て
原
位
置
に
留
め
、

他
の
三
石
を
撤
去
し
、
西
方
に

一
括
し
て
積
み
お
く
。

羨
門
前
面
の
積
石
群
の
平
面
図
作
製
を
始
め
る
。

作
業
終
了
後
、
今
後
の
調
査
推
進
方
針
に
つ
い
て
打
合
会
を
開
く
。

八
月

一
〇
日

　

（晴
）
　

　

Ｂ
山
本
、
井
上
、
近
藤
、
池
田
、
東
森
　
Ｃ
持
田
青
年

一
〇
、
鳥
大
二
、

北
高

一
、　
一
中

一
、
三
中

四
、
附
中

一

１
、
第

一
号
石
室
。
玄
室
排
土
作
業
。
大
部
分
を
撤
去
。
陥
入
土
中
よ
り
須
恵
器
片
、
首
銭
を
検
出
。

２
、
第
二
号
石
室
。
玄
室
の
排
土
。
南
側
壁
が
甚
し
く
崩
れ
た
こ
と
が
主
因
と
な
り
、
室
内
に
は
側
壁
の
石
と
上
が
混
入
し
て
い
た
。

四
枚
の
蓋
石
を
も
つ
大
形
の
石
棺
が
出
現
。
棺
蓋
は
上
か
ら
石
が
落
ち
こ
ん
だ
た
め
、
皆
割
れ
て
お
り
、
特
に
中
央
の
も
の
は
逆
立
ち
の

状
態
で
棺
内
に
折
れ
こ
ん
で
い
る
。
室
内
に
陥
入
の
上
部
の
土
中
か
ら
須
恵
器
小
片
検
出
。
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３
、
前
方
部
上
面
。
Ａ
区
東
部
、
現
地
表
下
約

一
〇
セ
ン
チ
よ
り
、
土
師
高
ヌ
の
脚
、
須
恵
器
片
検
出
。

本
日
の
作
業
は
も
っ
と
も
困
難
な
重
労
働
で
あ
っ
た
が
、
持
田
青
年
学
級
生
を
中
心
と
す
る
猛
奮
闘
で
意
外
に
作
業
が
進
捗
し
た
。

八
月

一
一
日

　

（晴
）
　

　

Ａ
山
崎
　
Ｂ
山
本
、
井
上
、
島
、
岩
佐
、
近
藤
、
池
田
、
東
森
　
Ｃ
持
田
青
年
七
、
島
大
三
、
北
高

一

女
子
高
二
、　
一
中

一
、
三
中

一
、
附
中
四

１
、
第

一
号
石
室
。
玄
室
の
排
土
大
部
分
を
終
え
る
。
床
面
は
か
な
り
い
だ
め
ら
れ
て
い
る
が
、
偏
平
な
礫
が
か
な
り
遺
存
し
、
本
来

は
石
棺
と
室
壁
の
間
の
底
面
に
敷
き
つ
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
袖
の
所
に
続
く
羨
道
の
北
壁
部
は
壁
の
ゆ
る
み
を
顧
慮
し

て
排
上
を
見
合
わ
せ
て
い
た
が
、
注
意
し
て
作
業
を
す
す
め
る
。

２
、
第
二
号
石
室
。
石
棺
周
囲
の
排
土
大
半
を
終
え
る
。
石
棺
上
面
図
完
了
。
羨
道
部
上
面
図
完
了
。
石
棺
の
西
北
隅
の
外
側
に
接
し

須
恵
器

一
個
を
検
出
。

３
、
前
方
部
表
面
。
Ａ
区
、
Ｂ
区
東
部
等
を
検
討
。
須
恵
器
片
を
検
出
。

足
立
社
会
教
育
課
長
、
宍
道
補
佐
視
察
。
陣
中
見
舞
あ
り
。
作
業
終
了
後
、
今
後
の
見
通
し
と
方
針
に
つ
い
て
打
合
会
を
開
く
。

八
月

一
二
日

　

（晴
）
　

　

Ａ
山
崎
、
伊
藤
　
Ｂ
山
本
、
井
上
、
島
、
岩
佐
、
池
田
、
近
藤
、
東
森
　
Ｃ
持
田
青
年

一
、
島
大

一
、

北
高
二
、
女
子
高
二
、　
一
中

一
、
三
中

一
、
附
中
三

１
、
第

一
号
石
室
。
羨
道
部
床
面
を
検
討
し
、
北
壁
側
の
や
や
前
寄
り
の
位
置
に
蓋
郭
の
身
三
、
蓋
三
、
須
恵
器
片
若
千
と
、
南
壁
側

奥
寄
り
に
小
形
壺

一
、
い
ず
れ
も
床
面
に
略
々
密
着
し
て
検
出
。
ま
た
袖
の
と
こ
ろ
の
羨
道
壁
の
あ
た
り
か
ら
、
石
棺
の
身
の
破
片
を
検

出
。２

、
第
二
号
石
室
。
石
棺
蓋
石
を
撤
去
し
て
内
部
を
発
掘
。
棺
内
に
は
直
刀
二
、
刀
子
、
鉄
鏃
、
ガ
ラ
ス
小
玉
等
が
あ
り
、
実
測
の
後

採
取
す
る
こ
ろ
は
蟻
燭
を
点
し
て
作
業
。
七
時
四
十
分
完
了
。
遺
物
は
比
較
的
僅
少
で
あ
っ
た
が
、
棺
内
に
密
掘
の
手
が
及
ん
だ
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
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本
日
午
前
、
田
部
知
事
、
伊
達
副
知
事
、
馬
場
教
育
長
、
足
立
課
長
、
須
藤
松
江
市
社
会
教
育
課
長
等
視
察
。

八
月

一
三
日

　

（晴
）
　

　

Ｂ
山
本
、
井
上
、
近
藤
、
東
森
、
外
に
野
津
氏
加
勢
　
Ｃ
持
田
青
年
二
、
北
高
三
、
二
中

一
ど
一中

一
、

附
中
五

１
、
第

一
号
石
室
。
羨
道
部
の
袖
の
側
の
床
面
整
理
。
こ
れ
で
第

一
号
石
室
発
掘
完
了
。

２
、
第
二
号
室
。
玄
室
奥
壁
と
石
棺
の
間
の
床
面
を
発
掘
。
菱
形
の
鉄
地
金
銅
張
金
具
及
び
鏃
身
様
の
鉄
器
残
欠
を
検
出
。
羨
道
部
は

天
丼
ま
で
上
が
充
満
し
、
側
壁
も
ゆ
る
ん
で
い
る
の
で
、
三
枚
の
蓋
石
の
う
ち
前
方
の
二
枚
を
撤
去
し
て
排
土
を
行
な
う
。
石
棺
実
測
。

八
月

一
四
日

　

（晴
）
　

　

Ａ
山
崎
　
Ｂ
山
本
、
近
藤
、
池
田
、
東
森
、
外
に
蓬
岡
氏
加
勢
　
Ｃ
持
田
青
年
二
、
北
高
、
三
中
二
、

１
、
第

一
号
石
室
。

２
、
第
二
号
石
室
。

八
月

〓
ハ
日

１
、
第

一
号
石
室
。

２
、
第
二
号
石
室
。

八
月

一
七
日

両
石
室
実
測
。

八
月

一
八
日

両
石
室
実
測
。

八
月

一
九
日

梅
原
末
治
博
士
、
金
関
恕
氏
其
他
の
視
察
。

「
双
室
墓
」
と
し
て
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
せ
ら
れ
だ
。
作
業
体
止
。

附
中
二

実
測
、
平
面
図
完
了
。

羨
道
部
大
部
分
の
排
上
を
な
す
。
石
棺
と
北
側
壁
と
の
間
に
あ
っ
た
脚
付
垂
と
壺
を
採
取
。

（晴
）
　

　

Ｂ
近
藤
、
池
田
　
Ｃ
島
大

一
、
北
高
二
、　
一
中

一
、
三
中

一
、
附
中
三

実
測
。

羨
道
部
床
面
発
掘
完
了
。
全
面
礫
を
敷
き
、
遺
物
な
し
。

（晴
）
　

　

Ｂ
山
本
、
島
、
池
田
、
近
藤
　
Ｃ
島
大
三
、
北
高
二
、
三
中

一
、
三
中
二

（晴
）
　

　

Ｂ
池
田
、
近
藤
　
Ｃ
島
大
三
、
三
中

一
、
附
中

一

（晴
）
　

　

Ａ
山
崎
　
Ｂ
山
本
、
井
上
、
近
藤
、
池
田
、
東
森
、
外
に
進
岡
氏
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八
月
二
〇
日

　

（雨
）
　

　

Ｂ
近
蔭
、
池
田
、
東
森
　
Ｃ
北
高
二
、
三
中

一
、
附
中

一

石
室
実
測
。
雨
の
た
め
午
後
の
作
業
体
止
。

八
月
二

一
日

　

（曇
）
　

　

Ｂ
山
本
、
池
田
、
東
森
　
Ｃ
三
中

一
、
附
中
ニ

両
石
室
実
測
。

八
月
二
二
日

　

（雨
後
晴
）
　

　

Ｂ
山
本
、
東
森

両
石
室
実
測
。

八
月
二
三
日

　

（晴
）
　

　

Ｂ
池
田
、
近
藤
、
東
森
、
外
に
蓮
岡
氏
加
勢
　
Ｃ
三
中

一
、
附
中
二

両
石
室
実
測
。

八
月
二
四
日

　

（晴
）
　

　

Ｂ
山
本
、
東
森
、
近
藤
　
Ｃ
三
中

一
、
附
中
三

第
二
号
石
室
実
測
。

八
月
二
五
日

　

（晴
）
　

　

Ｂ
山
本
、
池
田
、
近
藤
、
東
森
、
外
に
蓮
岡
氏
加
勢

両
石
室
実
測
。

八
月
二
六
日

　

（晴
夕
方
雨
）
　

　

Ａ
山
崎
　
Ｂ
山
本
、
池
田
　
Ｃ
持
田
青
年
二

第
二
号
石
室
実
測
。

前
方
部
、
後
方
部
東
お
よ
び
北
斜
面
埋
戻
し
作
業
。
テ
ン
ト
そ
の
他
の
返
却
。

八
月
二
七
日

　

（曇
時
々
小
雨
）
　

　

Ｂ
近
藤
、
池
田
、
東
森

第
二
号
石
室
石
棺
蓋
石
実
測
そ
の
他
。

八
月
二
九
日

　

（晴
）
　

　

Ｂ
池
田
、
近
藤
、
東
森

石
室
発
掘
の
掘
り
形
、
第
二
号
石
室
、
そ
の
他
実
測
。
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八
月
二
〇
日

　

（晴
）
　

　

Ａ
山
崎
　
Ｂ
山
本
、
池
田
、
近
藤

各
部
補
足
実
測
、
器
材
返
還
を
な
し
、
こ
れ
を
も
っ
て

一
応
現
地
の
作
業
を
打
ち
切
る
。

後
半
の
内
部
構
造
の
実
測
に
は
多
く
の
時
日
を
費
し
た
が
、
そ
れ
は
多
数
の
石
材
の
使
用
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
ほ
か
、
構
造
半
壊
の

た
め
危
険
を
防
ぐ
た
め
細
心
の
注
意
を
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、
大
き
く
影
響
し
た
の
で
あ
る
。

三

位

置

と

環

境

薄
井
原
吉
墳
所
在
地
の
地
籍
は
、
島
根
県
松
江
市
坂
本
町
八
六
〇
の

一
番
地

（小
字
薄
井
原
）
地
目
山
林
で
、
土
地
所
有
者
は
同
町
小

車
穂
瑞
で
あ
る
。
こ
の
吉
墳
は
、
沖
積
平
地
帯
に
臨
む
比
高
二
〇
メ
ー
ト
ル
余
の
低
い
丘
陵
の
上
に
位
置
し
て
い
る
。
五
万
分
の

一
地
形

図

「
境
」
で
は
県
道
松
江
美
保
関
線
の
西
北
沿
い
に

「
香
々
廻
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
た
る
。

嵩
山
、
和
久
羅
山
を
頂
点
と
す
る

一
連
の
丘
陵
地
帯
と
、
澄
水
山
、
大
平
山
、
御
嶽
山
、
真
山
等
を
頂
点
と
す
る
丘
陵
地
帯
と
の
間
に

は
、
や
や
小
規
模
で
あ
る
が
、　
一
連
の
水
田
地
帯
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
元
の
村
名
に
ち
な
ん
で
仮
り
に
持
田
川
津
平
野
と
よ
ぶ

こ
と
と
す
る
。
規
模
は
大
き
く
は
な
い
が
安
定
し
た
美
田
地
帯
で
あ
る
。

こ
の
持
田
川
津
平
野
の
南
部
、
西
川
津
町
橋
本
部
落
の
南
方
の

「
タ
テ
チ
ヨ
ウ
」
や
、
大
内
谷
集
落
の
西
南
方
の
県
道
沿
い
の
水
田
か

ら
は
、
弥
生
式
の
前
期
以
降
各
期
の
遺
物
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
大
内
谷
の
集
落
の
北
方
丘
陵
や
、
石
野
集
落
の
東
方
の
丘
麓
な
ど

で
は
古
墳
の
封
土
に
混
じ
て
後
期
弥
生
式
上
器
片
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
少
く
も
弥
生
式
時
代
か
ら
、
こ
の
平
野
を

好
適
な
生
活
の
場
と
し
て
、
早
く
そ
の
周
縁
に
農
業
集
落
の
発
達
し
た
こ
と
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
こ
の
平
野
の
ま
わ
り
の
丘
陵
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
古
墳
も
少
く
な
い
。
こ
の
地
帯
は
、
宍
道
湖
―
大
橋
川
―
中
海
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¬

の
水
域
の
南
岸
に
あ
る
意
宇
川
流
域
や
、
神
戸
川
流
域
な
ど
の
よ
う
な
、
山
陰
で
の
第

一
級
の
大
形
古
墳
は
見
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
、　
一

般
の
村
々
に
あ
る
古
墳
に
比
べ
る
と
、
よ
り
大
形
の
吉
墳
が
あ
り
、
ま
た
後
期
の
古
墳
ば
か
り
で
な
く
、
少
く
と
も
中
期
的
様
相
の
古
墳

も
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
。
島
根
半
島
西
部
―
昔
の
島
根
郡
―
の
中
で
は
第

一
の
吉
墳
地
帯
で
あ
る
。
そ
の
中
で
薄
井
原
首
墳
は
今
の
と

こ
ろ
最
大
の
古
墳
で
あ
る
。
持
田
川
津
平
野
の
周
縁
に
あ
る
古
墳
の
判
明
し
て
い
る
も
の
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

１
　
坂
本
町
薄
井
原
古
墳

２
　
同
　
　
小
林
円
墳
　
　
径

一
五
％
、
高
さ

一
・
五
％
。

３
　
同
　
別
所
ノ
上
方
墳
　
一
辺

五
％
に
満
た
ぬ
小
墳
。

４
　
同
　
別
所
古
妙
見
古
墳
　
石

棺
式
石
室
、
封
土
を
失
う
。

墳

　

５

福

原

町

山
根

円
墳

径

一

貼
十
　
　
五
％
、
一局
さ
二
％
、
横
穴
式
石

井薄
　
　
室
。

ま印

　

６
　
同
　
上
ノ
堂
横
穴
群
　
四
穴

ぃ
　
　
現
存
。

７
　
持
田
町
常
熊
古
墳

（消
滅
）

円
墳
、
径
約

一
二
％
、
横
穴
式

石
室
、
玉
類
、
轡
、
須
恵
器
、

土
師
器
。

第一図 薄井原古墳附近地形及び古墳分布図
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同
　
立
花
横
穴

（消
滅
）
須
恵
器
高
ヌ
。

同
　
城
ノ
越
横
穴
　
須
恵
器
。

同
　
以
後
鍛
冶
屋
谷
横
穴
。

同
　
大
田
野
津
真
宅
前
古
墳
　
石
棺
式
石
室
、
封
土
を
失
う
。

同
　
大
田
佐
々
木
亮
畑
脇
古
墳
　
石
棺
式
石
室
、
金
環
。

同
　
大
田
佐
々
木
浅
市
宅
古
墳
　
石
棺
式
石
室
。

同
　
大
田
加
美
古
墳
　
石
棺
式
石
室
、
封
土
を
失
う
。

同
　
大
田
加
佐
奈
子
古
墳
　
円
墳
、
径
約

一
二
物
、
石
棺
式
石
室
。

西
持
田
町
小
丸
山
第

一
号
墳
　
円
墳
、
径
六
％
、
高
さ
二
・
五
物
。

同
　
小
丸
山
第
二
号
墳
　
円
墳
　
径

一
七
％
、
高
さ
三

・
六
物
。

同
　
亀
尾
穴
ノ
ロ
横
穴
群
　
一一穴
現
存
。

同
　
日
吉
垣
ノ
内
古
墳
　
横
穴
式
石
室
に
組
合
家
形
棺
を
お
く
。
封
土
消
滅
。
金
環
、
鉄
鏃
、
刀
、
須
恵
器
、　
土
師
器
、
埴
輪
円

筒
。

同
　
小
倉
金
刀
比
羅
谷
古
墳
　
自
然
の
大
石
塊
に
玄
室
を
割
り
こ
ん
だ
異
体
石
棺
式
石
室
、
封
上
を
失
う
。

同
　
和
田
太
源
古
墳
　
円
墳
、
径
三
〇
％
、
高
さ
四

・
五
％
。

同
　
和
田
尾
山
横
穴

同
　
和
田
尾
山
第
二
横
穴

同
　
和
田
宮
垣
古
墳
　
円
墳
、
石
室
か
、
須
恵
器
。

川
原
町
荒
神
谷
古
墳
　
円
墳
、
径
二
〇
％
、
石
棺
式
石
室
。

25  24  23  22  21  20 19  18  17  16  15  14  13  12  11  10  9   8
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38  37

同 同 同 同 同 同

35 34  33  32  31  30  29  28  27  26３６
　

同 同
　
後
谷
古
墳
群
　
径

一
〇
％
内
外
の
小
円
墳
三
基
。

同
　
庄
ノ
上
横
穴
群
　
金
環
、
須
恵
器
。

上
東
川
津
町
西
宗
寺
古
墳
　
封
土
消
滅
、
石
棺
式
石
室
、
金
環
、
銀
環
、
直
刀
、
須
恵
器
。

同
　
葉
佐
間
古
墳
　
封
土
変
形
、
石
棺
式
石
室
。

同
　
門
戸
谷
山
根
横
穴

同
　
門
戸
谷
向
屋
敷
横
穴
　
須
恵
器
。

同
　
門
戸
谷
仁
王
ガ
谷
横
穴
群

同
　
川
津
第

一
一
号
墳
　
方
墳
、　
一
辺
約
五
％
。

同
　
川
津
第

一
二
号
墳
　
方
墳
、　
一
辺
約
二
〇
物
。

西
川
津
町
貝
崎
古
墳
　
方
墳
、　
一
辺
約
二
〇
％
、
高
さ
約
四
％
、
埴
輪
円
筒
を
用
う
、
主
体
に
は
石
を
用
い
ず
、
弥
生
式
上
器
片
、

石
斧
残
欠
封
土
よ
り
検
出
。

金
崎
古
墳
群
第

一
号
、
前
方
後
方
墳
、
長
さ
二
五
％
、
高
さ
五
％
、
埴
輪
円
筒
、
家
形
及
び
人
物
埴
輪
、
竪
穴
式
石
室
、
子
持

勾
玉
そ
の
他
玉
類
、
傷
製
鏡
、
直
刀
、
古
式
須
恵
器
。

第
二
号
　
円
墳
、
径
約

一
六
％
。

第
二
号
　
方
墳
、　
一
辺
約
二
二
％
。

第
四
号
　
方
墳
、
底
辺
三
〇
％
Ｘ
二
五
％
。

第
五
号
　
一則
方
後
方
墳
、
長
さ
二
五
％
。

菅
田
丘
古
墳

（消
滅
）
前
方
後
方
墳
か
、
残
存
部
長
さ
三
〇
物
余
、
高
さ
約
二

・
五
％
、
礫
榔
、
玉
類
。

薬
師
山
古
墳

（消
滅
）
箱
式
棺
か
、
傍
製
鏡
、
刀
、
鉄
鏃
、
有
孔
円
板
、
古
式
須
恵
器
、
土
師
器
。
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３９
　
同
　
小
丸
山
古
墳
　
方
墳
、　
一
辺
約
二
五
％
、
高
さ
約
二
％
、
埴
輪
円
筒
。

４０
　
同
　
菅
田
丘
北
方
古
墳

（仮
称
）
円
墳
、
径
約

一
〇
％
。

４
　
同
　
馬
込
山
古
墳
　
方
墳
、　
一
辺
約

一
五
％
、
高
さ
約

一
・
三
％
。

以
上
を
通
覧
す
れ
ば
２．
太
源
古
墳
、

３５
貝
崎
古
墳
、

３６
金
崎
古
墳
群
、

３７
菅
田
丘
古
墳
、

３９
小
丸
山
古
墳
の
如
き
は
規
模
に
お
い
て
も

相
当
の
大
き
さ
を
も
つ
も
の
で
、
ど
の
村
に
で
も
あ
る
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
種
々
の
点
か
ら
見
て
概
ね
中
期
的
様
相
の
も
の

で
あ
る
。
な
お
古
墳
時
代
後
期
の
様
相
を
も
つ
も
の
で
、
大
田
方
面
等
に
見
ら
れ
る
石
棺
式
石
室
や
、
日
吉
垣
ノ
内
の
古
墳
な
ど
は
、
規

模
は
小
さ
い
が
、
主
体
構
造
と
し
て
は
、
す
こ
ぶ
る
整
っ
た
立
派
な
も
の
で
あ
っ
て
、
山
陰

一
般
の
状
況
に
照
し
て
も
、
主
要
古
墳
地
帯

以
外
に
は
見
ら
れ
ぬ
も
の
で
あ
る
。
な
お
右
に
挙
げ
だ
横
穴
は
既
発
見
の
も
の
の
数
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
が
、
そ
れ
は
横
穴
の
あ
る

丘
陵
に
対
し
て
、
余
り
破
壊
の
手
が
及
ん
で
い
な
い
た
め
で
あ
っ
て
、
幾
つ
か
の
横
穴
の
あ
る
所
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
彩
し
い
横
穴
群
の
か

く
れ
て
い
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
そ
れ
は
近
時
工
事
に
よ
っ
て
多
く
の
古
墳
や
横
穴
が
判
明
し
た
事
実
か
ら
推
し
て
確
信
を
も
っ
て
い

え
る
こ
と
で
あ
る
。

以
上
要
す
る
に
持
田
川
津
平
野
地
帯
周
縁
の
古
墳
を
見
る
と
、
昔
の
島
根
郡
の
中
心
古
墳
地
帯
た
る
様
相
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
薄
井
原
古
墳
は
、
こ
れ
ら
多
数
の
古
墳
の
中
で
も
も
っ
と
も
規
模
の
大
き
な
古
墳
で
あ
る
と
い
う
点
で
注
意
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。

な
お
こ
の
持
田
川
津
平
野
に
は
律
令
制
時
代
の
条
里
の
痕
跡
も
認
め
ら
れ
、
ま
た
出
雲
風
上
記
の
記
載
の
検
討
か
ら
、
律
令
時
代
の
島

根
郡
の
郡
家
の
位
置
が
、
こ
の
平
野
の
あ
た
り
、
と
く
に
薄
井
原
古
墳
に
近
い
位
置
に
比
定
す
る
説
の
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
古
墳

の
示
す
前
述
の
如
き
様
相
と
関
連
し
て
、
深
い
興
味
を
覚
え
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
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四

墳

丘

並

び

に

陪

塚

薄
井
原
吉
墳
の
墳
丘
は
、
前
方
部
を
西
南
方

（磁
針
の
南
よ
り
約
二
五
度
西
に
偏
す
る
）
に
向
け
た
前
方
後
方
墳
で
あ
っ
て
、
比
較
的

よ
く
墳
形
を
保
っ
て
い
る
。
全
長
お
よ
そ
五
〇
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
後
方
部
は
、
幅
に
比
し
軸
の
方
向
が
長
く
、
長
方
形
を
呈
し
、
幅
お
よ

そ
三
二
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
お
よ
そ
三
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
前
方
部
は
く
び
れ
の
所
の
幅

一
八
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
、
前
端
の
幅
二
三
メ
ー

ト
ル
ば
か
り
で
、
前
方
部
の
か
な
り
広
が
っ
た
形
を
レ
て
い
る
。
後
方
部
の
高
さ
は
四

・
五
メ
ー
ト
ル
内
外
で
あ
り
、
前
方
部
の
最
高
郡

は
前
端
に
近
く
存
し
、
後
方
部
頂
上
よ
り

一
。
四
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
低
い
。

後
方
部
の
上
面
は
、
二
つ
の
石
室
に
対
し
発
掘
の
手
が
及
ん
で
い
た
た
め
、
相
当
い
た
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
、
大
体
幅

一
〇
メ

ー
ト
ル
、
長
さ

一
七
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
平
面
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
こ
の
後
方
部
の
平
ら
か
な
上
面
か
ら
、
前
方
部
の

接
点

（く
び
れ
部
）
に
向

っ
て
急
傾
斜
面
を
も
ち
、
こ
の
と
こ
ろ
で
は
、
後
方
部
頂
上
か
ら

一
・
九
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
低
い
。
前
方
部
も

平
ら
か
な
上
面
を
も
ら
、
そ
れ
は
く
び
れ
か
ら
前
の
方

へ
と
ゆ
る
や
か
に
高
ま
る
。
こ
の
前
方
部
上
面
は
墳
底
の
広
が
り
に
平
行
し
て
前

方

へ
と
開
く
の
で
あ
る
。
前
方
部
の
前
側
斜
面
の
上
部
は
、
中
央
が
か
な
り
え
ぐ
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
だ
け
の
上
量
が
墳
脚
の
方

へ
押
し

出
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
前
方
部
の
前
面
は
、
現
状
で
は
前

ヘ
ム
く
れ
た
不
正
形
を
呈
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
来
は
整
正
な
直
線
形
で

あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
え
ぐ
ら
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
何
時
の
世
に
か
発
掘
を
試
み
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

後
方
部
の
西
南
の
隅
角
の
あ
た
り
も
、
第

一
号
石
室

（南
の
石
室
）
の
発
掘
破
壊
の
結
果
と
し
て
、
墳
底
部
が
膨
大
し
、
や
や
不
正
形

を
呈
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
後
世
の
人
為
的
変
形
を
考
慮
し
て
み
る
と
、
本
来
こ
の
古
墳
は
極
め
て
整
正
な
形
を
も
つ
前
方
後
方
墳
で

あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
な
お
後
方
部
が
長
方
形
で
あ
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
主
体
構
造
を
二
つ
設
け
る
企
画
を
以
て
墳
丘
を
築
成

し
た
こ
と
と
関
連
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
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第二図 墳 丘 調 査 区 分 図

次
に
墳
丘
の
外
部
施
設
で
あ
る
が
、
今
回
の
調
査
で

は
、
破
損
に
頻
し
て
い
る
内
部
構
造
の
調
査
に
重
点
を

お
い
た
の
で
、
外
部
の
調
査
は
、
わ
ず
か
に

一
部
を
実

施
す
る
に
留
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
詳
細

に
叙
述
で
き
な
い
。
し
か
し
周
違
と
称
す
る
ほ
ど
の
も

の
は
、
周
囲
の
状
況
か
ら
推
し
て
、
本
来
存
し
な
い
も

の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
段
の
構
造
も
存
し
な
い
。
次
に

葺
石
、
埴
輪
も
そ
の
形
跡
は
認
め
な
か
っ
た
。
後
方
部

は
二
つ
の
石
室
が
発
掘
さ
れ
、
附
近
の
封
土
は
相
当
に

動
か
さ
れ
、
室
内
に
陥
入
し
た
量
も
多
大
で
あ
っ
た
が

そ
れ
ら
の
上
を
再
度
排
除
す
る
に
つ
い
て
は
、
随
分
注

意
し
た
が
、　
一
片
の
埴
輪
も
見
な
か
っ
だ
。
次
に
も
っ

と
も
よ
く
原
形
を
保
っ
て
い
る
後
方
部
の
東
側
斜
面
に

お
い
て
、
墳
丘
表
面
の
施
設
を
検
討
す
る
目
的
で
浅
い

二
つ
の
ト
レ
ン
チ
を
掘
り
、
ま
た
第
二
号
石
室

（北
の

石
室
）
羨
門
部
を
あ
ら
わ
す
た
め
、
墳
丘
上
面
か
ら
斜

面

へ
と
深
く
掘
り
こ
ん
だ
が
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
埴

輪
も
葺
石
も
認
め
な
か
っ
た
。
後
方
部
の
背
面
の
斜
面

か
ら
そ
れ
に
続
く
平
地
に
か
け
て
掘
っ
た
ト
レ
ン
チ
に

一- 19 -―



関
し
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。

前
方
部
上
面
に
関
し
て
は
、
前
側
の
え
ぐ
ら
れ
て
い
る
所
を
除
き
、
原
形
の
保
た
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
大
部
分
を
浅
い
ト
レ
ン
チ
を
掘

り
広
げ
て
検
討
し
た
が
、
土
器
類
の
外
は
埴
輪
葺
石
の
類
は

一
つ
も
認
め
な
か
っ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
推
し
て
、
埴
輪
や
葺
石
は
元
来

用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
考
え
て
、
ほ
ば
誤
り
は
な
い
と
考
え
る
。

次
に
施
設
と
は
い
え
な
い
が
、
墳
丘
面
の
調
査
で
注
意
さ
れ
た
こ
と
は
、
前
方
部
の
上
面
の
平
地
に
は
土
師
器
特
に
高
ヌ
類
と
各
種
の

須
恵
器
類
が
、
本
来
の
地
表
面
と
推
定
さ
れ
る
面
に
広
く
散
布
し
て
い
る
事
実
を
認
め
た
こ
と
で
あ
る
。
前
方
部
に
も
埋
葬
構
造
あ
り
や

否
や
、
今
回
は
調
査
し
な
か
っ
た
の
で
、
強
い
推
測
は
拍
え
る
と
し
て
も
、
主
丘
に
対
す
る
前
方
部
の
も
つ
機
能
―
祭
祀
の
場
と
し
て
の

可
能
性
等
―
に
つ
い
て
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
い
か
、
興
味
あ
る
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
ら
遺
物
に
つ
い
て
は
後
節
に
述
べ
る
こ
と
と
し
こ

こ
に
は
そ
の
事
実
を
注
意
す
る
に
と
ど
め
る
。

次
に
墳
丘
の
構
築
状
況
は
、
調
査
の
余
裕
を
も
た
な
か
っ
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
が
、
周
囲
に
か
な
り
広
い
加
工
さ
れ
た
平
地
が
あ
る

こ
と
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
後
期
古
墳
の
多
く
の
例
の
如
く
、
過
半
が
盛
り
上
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

墳
丘
と
関
連
し
て
注
意
さ
れ
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
陪
塚
と
見
ら
れ
る
二
つ
の
小
形
墳
ふ
の
存
在
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
前
方
部
の
西
側

の
中
程
に
、
密
接
し
て
存
す
る
も
の
で
、
直
径
八
十
九
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
、
や
や
不
正
形
の
円
墳
状
の
も
の
で
あ
る
。
不
正
形
を
呈
す

る
の
は
、
若
干
破
壊
の
手
の
加
わ
っ
た
た
め
か
と
も
察
せ
ら
れ
る
。
他
の
一
つ
は
、
前
方
部
西
南
隅
の
前
方
約
六
メ
ー
ト
ル
を
隔
て
て
存

す
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
た
直
径
九
メ
ー
ト
ル
余
り
、
高
さ

一
・
五
―

一
・
○
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
低
い
円
墳
形
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
小
墳
は
薄
井
原
古
墳
の
附
近
に
は
全
く
見
当
ら
な
い
の
で
、
両
者
と
も
に
主
墳
と
密
接
な
関
係
が
察
せ
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る

陪
塚
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
両
者
と
も
内
部
を
調
査
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
性
格
、
時
期
関
係
等
に
関
す
る
考

定
は
、
将
来
の
調
査
に
ま
つ
次
第
で
あ
る
。

―- 20 -―



五

内

部

構

造

内
部
主
体
は
、
後
方
部
に
存
す
る
互
い
に
反
対
方
向
に
羨
門
を
も
つ
二
つ
の
片
袖
形
横
穴
式
石
室
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
石
棺
を
そ
な

え
た
も
の
で
あ
る
。
二
つ
の
石
室
と
も
に
、
す
で
に
密
掘
の
手
の
加
わ
っ
て
い
た
も
の
で
、
早
く
か
ら
そ
の
存
在
の
判
明
し
て
い
た
も
の

で
あ
る
。
南
の
方
、
す
な
わ
ち
前
方
部
に
近
い
石
室
を
第

一
号
石
室
と
呼
び
、
北
の
石
室
を
第
二
号
石
室
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

〔
第

一
号
石
室
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

第

一
号
石
室
は
、
墳
丘
の
主
軸
と
は
ぼ
直
角
の
方
向

（厳
密
に
い
う
と
、
五
度
ば
か
り
北
に
偏
す
る
）
に
築
か
れ
、
墳
丘
の
西
側
斜
面

の
方
に
羨
門
を
開
い
て
い
る
。
玄
室
の
中
心
は
墳
丘
の
主
軸
線
よ
り
僅
に
羨
門
の
方
に
寄

っ
て
い
る
程
度
で
、
ほ
ぼ
主
軸
に
近
い
位
置
に

あ
る
。
こ
の
石
室
は
先
に
も
六
れ
た
よ
う
に
、
早
く
発
掘
さ
れ
半
壊
の
状
態
に
あ
っ
た
も
の
で
、
蓋
石
は
わ
ず
か
に
三
枚
現
場
に
残
存
す

る
が
、
玄
室
最
奥
の
蓋
石
遣
ほ
ゼ
坂
・泣

ｉ置
に

ヽ
保
ｉ

十れ
、

一
・そ
の
前
の
蓋
石
は
、
南
側
は
側
壁
上
の
原
位
置
に
留
ま
り
、
他
端
は
側
壁
上
部
が

崩
れ
た
だ
め
、
斜
め
に
室
内
に
ず
れ
落
ち
、
壁
の
下
部
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
羨
道
部
で
は
、
玄
室
に
接
す
る
蓋
石
が

一
枚
、
ほ
ば
原
位

置
を
保

っ
て
お
り
、
他
は
撤
去
さ
れ
て
い
る
。
な
お
明
ら
か
に
こ
の
石
室
の
蓋
石
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
も
の
が
、
二
枚
は
石
室
の
下

手
の
丘
陵
斜
面
に
放
置
さ
れ
、　
一
枚
は
地
主
宅
の
履
脱
石
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
羨
道
部
に
は
蓋
石
の
高
さ
位
ま
で
上
が
流
れ
こ
ん

で
お
り
、
玄
室
も
ま
た
多
量
の
上
が
陥
入
し
て
い
た
。

羨
道
部
の
上
を
排
除
し
た
と
こ
ろ
、
羨
門
閉
塞
構
造
の
下
部
が
原
状
を
留
め
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
撤
去
す
る
に
し
の
び
ず
、
そ
の
ま

ま
保
存
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
羨
道
部
の
確
実
な
長
さ
は
直
接
計
測
で
き
な
い
が
、
側
壁
積
石
の
状
況
か
ら
察
す
る
と
、
玄
室
羨
道
を
通

じ
て
石
室
の
総
長
は
、
お
よ
そ
七

・
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

玄
室
は
奥
の
幅
二

・
六
メ
ー
ト
ル
、
前
側
の
幅
約
二

・
四
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
幾
分
前
が
狭
ま
る
傾
向
で
あ
る
。
そ
し
て
玄
室
の
南
壁
は

つ  二
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の
び
て
羨
道
壁
と
な
る
が
、
玄
室
ざ
わ
の
羨
道
の
幅
は

一
・
六
メ
ー
ト
ル
あ
り
、　
し
た
が
っ
て
い
わ
ゆ
る
袖
の
幅
は

八
〇
セ
ン
チ
で
あ

る
。
玄
室
の
奥
行
は
約
三

・
九
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
玄
室
の
平
面
形
は
幅
よ
り
奥
行
が

一
・
五
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
長
い
矩
形

に
近
、い
も
の
で
あ
る
。
羨
道
は
前
が
狭
ま
り
気
味
で
長
さ
約
二

・
七
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
そ
の
う
ち
前
端
の

一
。
三
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
所

は
、
や
や
小
形
の
野
石
或
は
割
石
を
積
み
上
げ
て
閉
塞
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
玄
室
の
高
さ
は
二

・
七
メ
ー
ト
ル
内
外
、
羨
道
部
の
高
さ

約

一
。
四
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

側
壁
の
構
築
は
、
特
に
玄
室
で
は
、
基
底
部
に
は
長
大
な
石
を
置
き
、
そ
れ
か
ら
上
は
概
ね
長
さ
五
〇
セ
ン
チ
内
外
、
幅
二
〇
セ
ン
チ

の
矩
形
に
近
い
面
を
も
つ
横
積
み
に
し
、
空
隙
に
小
形
の
石

を
つ
め
、
上
方
に
い
た
る
に
し
た
が
っ
て
、
小
形
の
石
と
な

る
傾
向
が
あ
る
。
た
だ
玄
室
と
羨
道
と
の
境
の
あ
だ
り
の
南

壁
に
は
、
壁
の
上
部
に
そ
こ
だ
け
か
な
り
長
い
石
を
用
い
て

い
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
上
に
の
せ
る
特
に
重
量
の
あ
る
蓋
石

の
重
み
を
分
散
さ
せ
る
た
め
の
配
慮
と
も
み
ら
れ
る
。
奥
壁

最
上
部
北
寄
り
の
石
の
如
き
も
同
様
で
あ
る
。
次
に
壁
面
の

傾
斜
は
、
下
部
約
三
分
の

一
乃
至
三
分
の

一
ば
か
り
の
所
ま

で
は
垂
直
乃
至
そ
れ
に
近
く
積
み
上
げ
、
そ
れ
か
ら
上
の
方

は
、
か
な
り
強
く
傾
斜
を
つ
け
て
持
ち
送
ら
れ
、　
ま
た
天

井
に
近
い
部
分
は
、
奥
壁
と
側
壁
と
に
対
し
斜
に
石
を
持
ち

か
け
、
い
わ
ゆ
る
三
角
持
り
送
り
に
類
す
る
手
法
が
み
ら
れ

し
た
が
っ
て
天
丼
石
を
見
上
げ
た
場
合
、
天
丼
面
は
隅
丸
に

0          50
-―

―
 ―  Cm
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近
い
形
と
な
っ
て
い
る
。
側
石
の
石
質
は
必
ず
し
も

一
様
で
な
い
が
、
嵩
山
麓
方
面
な
ど
に
見
ら
れ
る
淡
灰
色
の
目
の
細
か
い
凝
灰
質
砂

岩
が
多
い
よ
う
で
あ
り
、
多
く
は
角
が
か
な
り
磨
滅
し
た
い
わ
ゆ
る
野
石
で
あ
っ
て
、
谷
川
な
ど
で
よ
く
見
か
け
る
石
に
似
て
い
る
。
基

底
の
大
形
の
石
は
割
石
に
似
て
い
る
。

蓋
石
は
、
羨
道
に
残
存
す
る

一
石
だ
け
は
、
厚
さ
五
〇
セ
ン
チ
も
あ
る
塊
状
に
近
い
感
じ
の
厚
い
石
で
あ
る
が
、
玄
室
に
遺
存
す
る
二

石
、
丘
陵
中
腹
と
地
主
宅
に
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
三
枚
の
石
と
は
、
い
ず
れ
も
層
理
が
あ
っ
て
、
板
状
に
剖
離
す
る
水
成
岩
で
、
厚
さ
二

〇
セ
ン
チ
余
の
石
材
で
、
広
い
板
状
の
も
の
を
分
割
し
て
幅
を
整
え
た
攀
痕
が
見
ら
れ
る
。

次
に
床
面
の
状
況
で
あ
る
が
、
甚
し
く
傷
め
ら
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
玄
室
の

一
部
や
特
に
羨
道
部
に
は
か
な
り
の
数
の
大
形
の
偏
平

な
河
礫
が
遺
存
し
、
こ
と
に
羨
道
部
の
遺
物
の
遺
存
し
た
あ
た
り
に
は
、
そ
れ
が
相
当
密
に
認
め
ら
れ
た
の
で
、
玄
室
の
石
棺
の
周
囲
と

羨
道
部
に
は
、
本
来
そ
れ
が
敷
き
詰
め
て
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

石
棺
に
関
し
て
は
、
砂
岩
製
の
屋
根
形
の
蓋
石
の
残
欠
と
、
側
石
の

一
部
と
推
定
さ
れ
る
切
り
こ
み
の
あ
る
同
質
の
石
材
の
小
片
と
が

検
出
さ
れ
た
に
過
ざ
ぬ
の
で
、
そ
の
大
き
さ
を
的
確
に
復
原
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
玄
室
床
面
が
ひ
ど
く
損
じ
て
い
て
、
そ
の
原
位

置
や
方
向
も
推
定
で
き
な
い
。
た
だ
右
の
石
材
か
ら
推
す
と
、
組
合
せ
式
の
家
形
石
棺
で
、
蓋
石
の
復
原
し
た
幅
は
九
〇
セ
ン
チ
ば
か
り

の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
蓋
石
は
比
較
的
薄
い
も
の
で
、
大
体
四
注
式
と
み
て
よ
く
、
棟
に
は
平
面
を
も
た
ず
、
妻
側
中
央
に
突
起
を
も

つ
も
の
で
あ
る
。
な
お
蓋
石
の
内
面
は
浅
く
平
に
到

っ
た
も
の
で
あ
る
。
側
石
の
残
片
か
ら
推
し
て
、
棺
の
深
さ
は
五
〇
セ
ン
チ
ば
か
り

と
思
わ
れ
る
。
室
の
大
き
さ
に
比
し
、
棺
は
比
較
的
小
形
で
あ
る
の
で
、
棺
が
二
基
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ぬ
こ
と
も
な
い
が
、
勿

論
何
れ
と
も
決
し
難
い
。

〔
第
二
号
石
室
〕

第
二
号
石
室
は
、
墳
丘
主
軸
と
正
し
く
直
角
の
方
向
に
築
か
れ
、
玄
室
の
中
心
は
主
軸
線
よ
り
若
千
東
の
方
、
す
な
わ
ち
羨
門
の
あ
る

方
に
ず
れ
て
い
る
が
、
大
体
に
お
い
て
主
軸
線
に
近
い
位
置
を
占
め
て
い
る
。
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こ
の
石
室
は
、
密
掘
の
た
め
、
玄
室
北
側
壁
上
部
の
数
石
を
抜
き
取
っ
て
あ
り
、
ま
た
玄
室
の
南
側
壁
の
中
央
部
が
ひ
ど
く
崩
壊
し
、

そ
の
た
め
玄
室
蓋
石
四
枚
の
う
ち
奥
か
ら
二
枚
目
の
石
は
か
な
り
前
側
が
沈
下
し
て
傾
斜
し
、
三
枚
目
の
石
は
南
側
の
支
え
を
失

っ
て
、

約
六
〇
度
の
傾
斜
で
南
端
が
室
内
に
深
く
落
ら
こ
ん
で
い
た
。
ま
た
こ
の
た
め
石
棺
の
蓋
石
が
打
ち
割
ら
れ
、
棺
身
も
ゆ
る
ざ
を
生
じ
て

い
た
。
し
か
し
こ
の
石
室
は
全
体
と
し
て
は
、
よ
く
そ
の
規
模
と
形
成
を
遺
存
し
て
い
た
。

石
室
の
総
長
は
約
八
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
玄
室
は
奥
壁
の
幅
約
二

・
三
メ
ー
ト
ル
、
前
側
、
羨
道
に
接
す
る
所
の
幅
二

・
一
メ
ー
ト
ル

あ
り
、
玄
室
の
北
壁
は
や
や
内
に
曲
り
気
味
で
延
び
て
羨
道
壁
と
な
る
。
い
わ
ゆ
る
袖
は
西
側
に
あ
り
、
そ
の
幅
約
八
〇
セ
ン
チ
で
あ
る

玄
室
の
本
来
の
高
さ
は
約
二

・
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
羨
道
部
の
全
長
は
三

・
六
タ

ー
ト
ル
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
袖
の
所
か
ら
約
二

・
六

メ
ー
ト
ル
で
羨
門
に
達
す
る
。
こ
こ
ま
で
は
蓋
石
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
側
壁
の
み
八
の
字
形
に
前

へ
開
き
な
が
ら
、
さ
ら
に

一
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
前

へ
延
び
る
。
羨
道
部
の
高
さ
は
約

一
・
四
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
袖
か
ら
羨
門
の
方

へ
一
・
八
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
所
の
床
面
か
ら

閉
塞
の
野
石
積
み
が
始
ま
り
、
そ
の
石
積
み
の
頂
上
は
、
丁
度
羨
門
の
蓋
石
の
前
側
の
き
わ
の
所
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
閉
塞
の
石
積
は

羨
門
の
蓋
石
の
高
さ
で
さ
ら
に
前
方
に
の
び
、
前
記
の
八
字
形
に
開
く
羨
門
の
側
壁
の
み
の
部
分
の
内
側
に
充
顛
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で

な
く
、
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
を
保
ち
な
が
ら
、
さ
ら
に

一
メ
ー
ト
ル
余

（す
な
わ
ら
蓋
石
か
ら
ニ
メ
ー
ト
ル
余
）
も
前
方
に
同
じ
幅
で
積
み
並

べ
ら
れ
て
い
る
。

（だ
だ
し
、
側
壁
の
な
い
前
方
の
積
石
は
、
そ
れ
を
撤
去
し
て
下
方
の
状
態
を
調
査
し
て
い
な
い
の
で
、
床
面
に
達
し

て
い
る
か
否
か
明
ら
か
で
な
い
。）
こ
の
よ
う
に
閉
塞
施
設
は
埋
葬
後
乱
さ
れ
た
形
跡
も
な
く
完
存
し
て
い
た
。

第
二
号
石
室
の
側
壁
構
築
の
手
法
や
石
材
は
、
第

一
号
石
室
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
同
様
で
あ
る
。
だ
だ
第
二
号
石
室
は
、
玄
室
の
最
前

方
の
蓋
石
の
羨
道
最
奥
の
蓋
石
と
の
間
の
石
積
み
を
遺
存
し
、
そ
の
状
況
が
よ
く
わ
か
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。
す
な
わ
ら
、
こ
の
部
分
で

は
、
羨
道
蓋
石
の
上
に
、
側
石
上
部
に
用
い
た
と
同
様
な
、
や
や
小
形
の
石
材
を
積
み
重
ね
、
側
壁
よ
り
も
よ
ほ
ど
極
端
に
持
ち
送
る
や

り
方
で
、
玄
室
蓋
石
の
所

へ
と
積
み
上
げ
て
い
る
。

玄
室
蓋
石
は
四
枚
で
あ
る
が
、
そ
の
石
質
は
第

一
号
石
室
の
玄
室
の
蓋
石
と
は
異
り
、
奥
の
二
枚
は
第

一
号
石
室
の
羨
道
部
に
遺
存
す
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る
蓋
石
と
同
質
の
厚
い
石
で
あ
り
、
前
の
二
枚
は
側
壁
の
石
と
同
質
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
羨
道
は
三
枚
の
蓋
石
で
お
お
う
が
、
い
ず

れ
も
後
者
と
同
質
で
あ
ろ
う
。

床
面
は
、
玄
室
の
石
棺
周
囲
も
羨
道
部
も
偏
平
な
野
石
乃
至
河
石
を
敷
き
つ
め
て
い
る
が
、
玄
室
で
は
多
く
大
形
の
も
の
を
用
い
て
い

′０
。な

お
室
の
構
造
と
関
連
し
て
注
意
さ
れ
る
の
は
、
羨
門
の
前
方
中
央
正
面
の
床
面
の
地
山
の
上
に
、
閉
塞
の
石
積
み
の
尽
く
る
所
か
ら

生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
に

一
。
大
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
前
方

へ
、
栗
石
の
列
が

＼

あ
り
、
丘
麓
の
地
表
下
約
五
〇
セ
ン
チ
ー
ー
ほ
ば
元
の
丘

麓
の
平
地
の
き
わ
と
思
わ
れ
る
所
―
―

に
到
達
す
る
構
造

の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
栗
石
は
地
山
を
到
り
こ
ん
で

並
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
石
の
上
に
は

一
〇
セ
ン
チ
ば
か
り

の
厚
さ
に
特
別
な
赤
色
の
粘
土
が
被
覆
し
て
あ
る
。
羨
門

閉
塞
の
積
み
石
は
そ
の
ま
ま
に
存
置
し
、
そ
の
下
が
検
討

し
て
な
い
の
で
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
不
明
で
あ
る
が
、
排

水
の
た
め
の
施
設
で
あ
ろ
う
。

（第
五
図
）

次
に
石
棺
は
玄
室
の
ほ
ぼ
中
央
に
置
か
れ
、
砂
岩
の
切

り
石
を
用
い
た

一
種
の
箱
形
の
組
合
わ
せ
式
の
も
の
で
あ

る
。
棺
身
は
二
枚
か
ら
成
る
底
石
の
上
に
到
り
こ
み
を
つ

け
た
側
石
を
立
て
、
そ
の
側
石
は
短
辺
の
石
に
コ
の
字
形

に
到
り
こ
み
を
作
り
、
そ
こ
へ
長
辺
の
石
を
は
め
こ
ん
で

＼
＼
＼、

＼、1

ト

レ

ン
予

ｎ
４

第五図 第二号石室羨門前面排水構造実測図

鶏
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構
成
し
、
蓋
は
両
端
に

一
つ
ず
つ
突
起
の
あ
る
長
方
形
板
状
の
切
石
四
枚
を
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
棺
身
の
内
法
は
、
長
さ
二

・
三
七
メ

ー
ト
ル
、奥
の
幅

一
メ
ー
ト
ル
、前
の
幅
八
〇
セ
ン
チ
、
深
さ
七
五
セ
ン
チ
あ
り
、
奥
の
方
が
広
い
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
が
、
蓋
石
も
最
奥

の
も
の
は
突
起
を
除
い
た
幅

一
・
三
二
メ
ー
ト
ル
、
最
前
の
も
の
は

一
。
ニ
メ
ー
ト
ル
あ
っ
て
、
前
後
よ
く
身
の
形
に
相
応
し
て
い
る
。

側
石
の
厚
さ
は

一
五
十

一
六
セ
ン
チ
ば
か
り
、
蓋
石
の
厚
さ
は

一
五
セ
ン
チ
位
で
あ
る
。
こ
の
棺
は
深
さ
は
比
較
的
浅
い
が
広
さ
は
相
当

大
形
で
あ
り
、
か
つ
幅
は
奥
が
広
く
前
が
狭
く
、
古
く
か
ら
の
棺
の
伝
統
を
残
し
て
お
り
、
ま
た
そ
の
蓋
石
の
特
徴
も
注
意
さ
れ
る
。

な
お
石
棺
に
つ
い
て
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
第

一
号
石
室
の
石
棺
と
は
蓋
石
の
形
式
は
異

っ
て
い
る
が
、
そ
の
石
質
は
同

一
で
あ
り
、

組
合
わ
せ
石
棺
で
あ
る
こ
と
も
共
通
す
る
こ
と
で
あ
る
。

以
上
は
第

一
、
第
二
両
石
室
の
構
造
の
概
要
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
全
体
と
し
て
見
た
場
合
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、　
一
つ
の
主
丘
に
構
築

さ
れ
た
両
石
室
は
、
は
じ
め
か
ら
計
画
的
に
営
ま
れ
、
お
そ
ら
く
同
時
に
構
築
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
両

室
は
微
細
な
点
で
は
異
る
点
も
あ
る
が
、
ま
ず
墳
丘
に
占
め
る
位
置
も
互
に
整
然
と
対
等
で
あ
り
、
室
の
形
式
も
同
じ
片
袖
形
で
、
そ
の

規
模
、
構
築
手
法
、
石
材
等
に
い
た
る
ま
で
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
本
来
双
室
墓
と
し
て
設
計
せ
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

エ
ハ
　
車退

物

〔
前
方
部
出
土
遺
物
〕

前
方
部
は
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
三
区
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
深
さ
二
〇
セ
ン
チ
内
外
の
深
さ
ま
で
掘
っ
て
、
本
来
の
地
表
面
に
お
け
る
遺
物

の
遺
存
状
態
を
検
討
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
お
よ
そ
現
地
表
下

一
〇
セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
に
、
有
機
質
の
多
い
黒
味
が
か
っ
た
層
が
あ
り

そ
の
下
は
黄
色
の
盛
上
で
あ
っ
て
、
そ
の
黒
層
が
本
来
の
墳
丘
表
面
と
推
定
さ
れ
た
。
遺
物
は
こ
の
黒
層
に
包
合
し
て
い
た
。
品
目
は
左

の
通
り
で
あ
る
。
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ヨ

土
師
器

　

（Ａ
区
と
Ｂ
区
）

高
邦
脚
部
　
九

郎
又
は
鉢
の
口
縁
部
　
一
片

そ
の
他
細
片
　
多
数

須
恵
器

器
台
様
品
残
欠
　
一
個
体
分

（Ｃ
区
）

蓋
邦
　
身
　
五
個
体
分
以
上

（Ａ
区
と
Ｂ
区
）

蓋
　
数
個
体
分
　
　
　
″

高
邦
残
欠
　
一
一個
体
分
　
　
　
″

小
壺
残
欠
　
一
個
体
分
　
　
　
″

．各
種
小
破
片
　
多
数

右
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
、
土
師
器
は
か
な
り
多
い
が
、
ほ
と
ん
ど
高
邪
ば
か
り
で
あ
る
。
脚
の
胎
上
の
形
態
や
焼
成
を
見
る
に
、
当
地

（註
１
）

方
後
期
古
墳
時
代
の
も
の
、
特
に
当
地
方
古
墳
時
代
須
恵
器
を
四
期
に
区
分
す
る
場
合
の
第
二
期
の
須
恵
器
と
伴
出
す
る
例
の
多
い
通
有

の
特
徴
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
塗
丹
の
痕
跡
を
残
す
も
の
も
あ
る
。
ま
だ
大
形
の
高
邦
、
若
し
く
は
鉢
の
口
縁
部
と
思
わ
れ
る
も
の
も

一

片
あ
り
、
形
は
大
き
い
が
右
の
高
郭
の
郭
部
の
も
つ
形
態
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
須
恵
器
の
器
台
様
品
は
、第
六
図
（１１
）
に
示
す
よ
う
に
、

器
台
又
は
子
持
壺
な
ど
の
脚
の
上
部
と
思
わ
れ
る
残
欠
で
あ
る
が
、
脚
よ
り
上
の
部
分
が

一
部
附
着
し
て
お
り
、
そ
こ
は
円
形
の
打
痕
が

は
っ
き
り
残

っ
て
い
る
の
で
子
持
壺
の
公
算
が
大
で
あ
る
。
子
持
壼
と
す
れ
ば
親
と
の
下
部
で
あ
っ
て
、
そ
れ
と
脚
と
の
間
に
幅

一
・
五

セ
ン
チ
ば
か
り
の
低
い
突
帯
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
脚
は
下
方

へ
約
九
セ
ン
チ
ば
か
り
、
ほ
と
ん
ど
垂
直
に
下
降
す
る
も
の
で
、
そ
の
間
に

長
方
形
の
透
し
を
千
鳥
に
配
し
各
段
の
透
し
の
間
に
沈
線
を
二
条
ず
つ
め
ぐ
ら
し
、　
そ
の
間
を
櫛
描
き
の
波
状
文
で
埋
め
る
も
の
で
あ
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る
。
こ
の
品
に
つ
い
て
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
親
と
の
下
部
に
底
の
な
い
こ
と
と
、
波
状
文
の
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第

一
期
や
二
期
の

も
の
は
通
常
親
壺
に
底
が
あ
っ
て
、
実
用
に
も
た
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
に
比
し
、
こ
の
よ
う
に
形
式
化
し
、
ま
た
波
状
紋
が
粗
略

に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
第
三
期
的
様
相
の
も
の
と
い
え
る
。

次
に
蓋
界
は
お
よ
そ
二
種
類
あ
り
、
そ
の
う
ち
の

一
類
は
身
二
つ
分
と
蓋

一
つ
と
あ
り

（
い
ず
れ
も
小
片
を
多
数
接
合
し
て
復
原
し
だ

も
の
で
あ
る
。）
、
他
は
皆
第
二
類
の
も
の
で
あ
る
。
第

一
類
の
方
は
か
な
り
大
形
で
、
形
も
よ
く
や
や
古
い
様
相
を
も
つ
。
す
な
わ
ち
身

の
直
径

一
五

・
八
セ
ン
チ
ば
か
り
あ
り
、
蓋
受
の
立
ち
上
が
り
は
垂
直
に
近
く
、
高
さ
は
約
ニ
セ
ン
チ
あ
り
、
底
部
は
削
り
仕
上
げ
で
あ

る
。
蓋
は
直
径

一
五

・
ニ
セ
ン
チ
あ
り
、
上
面
と
側
面
と
を
区
切
る
突
帯
は
や
や
簡
略
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
蓋
身
と
も
に
全
体
と
し
て

こ
ん
も
り
と
し
た
整

っ
た
形
を
失

っ
て
い
な
い
。
身
の
口
唇
は
丸
い
通
常
の
単
純
な
式
で
あ
る
が
、
蓋
の
口
唇
部
は
断
面
が
撃
刃
形
を
呈

す
る
、
古
式
に
多
い
手
法
で
仕
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
も
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
品
は
第
三
期
と
し
て
も
、
多
分
に
第
二
期
に
通
じ
る
特
徴
を

も

っ
て
い
る
。
次
に
第
二
の
類
の
蓋
邦
は
、
通
例
の
第
二
期
の
特
徴
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
蓋
に
は
、
上
面
と
側
面
と
を
区
分

す
る
位
置
に
沈
線
手
法
の
擬
突
帯
が
あ
り
、
身
の
蓋
受
け
の
立
ち
上
が
り
も
大
分
傾
斜
し
、
高
さ
も
や
や
低
い
け
れ
ど
も
、
な
お
本
来
の

姿
を
失

っ
て
い
な
い
し
、
蓋
の
上
面
、
身
の
下
面
は
い
ず
れ
も
削
り
仕
上
げ
で
あ
る
。
（第
六
図
の
６
ｏ７
・８
）

高
郭
は
邦
部
の
残
欠
で
あ
る
が
、
裏
側
に
櫛
歯
刺
突
文
を
有
し
、
邪
部
の
側
面
に
、
低
い
な
が
ら
突
帯
を
も
つ
も
の
で
、
当
地
方
第
二

期
の
細
高
型
無
蓋
高
邦
の
特
徴
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

（第
六
図
の
５
）

小
壺
は
胴
部
以
下
の
残
欠
で
あ
っ
て
、
肩
か
ら
胴
の
あ
た
り
に
陶
車
上
で
施
し
た
刷
目
文
を
も
ち
、
下
部
は
削
り
仕
上
げ
で
あ
る
。

（第
六
図
の
９
）

と
の
残
欠
。
こ
れ
は
多
数
の
破
片
を
接
合
し
た
も
の
で
、
径
二
二

・
五
セ
ン
チ
ば
か
り
の
中
形
品
で
あ
る
が
、頸
と
底
を
欠
い
て
い
る
。

内
面
は
叩
き
目
を
消
し
て
入
念
に
仕
上
げ
て
い
る
。

（第
六
図
の
１０
）

そ
の
他
須
恵
器
の
小
片
が
か
な
り
多
数
あ
る
が
、
皆
小
片
で
器
の
形
態
の
わ
か
る
も
の
は
な
い
。
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以
上
前
方
部
上
面
検
出
の
遺
物
を
通
じ
て
見
る
と
、
蓋
邦
に
や
や
第
二
期
的
特
徴
を
交
え
た
品
が
含
ま
れ
る
け
れ
ど
も
、
全
体
と
し
て

須
恵
器
、
土
師
器
と
も
に
、
須
恵
器
の
第
二
期
該
当
の
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

次
に
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
土
師
器
の
高
界
の
多
い
こ
と
で
、
形
式
判
別
可
能
な
も
の
だ
け
で
も
九
個
を
数
え
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ

う
し
た
時
期
の
当
地
方
の
吉
墳
の
通
例
か
ら
す
る
と
、
石
室
の
内
部
に
こ
れ
だ
け
多
く
副
葬
さ
れ
た
例
は
な
く

（通
常
土
師
器
の
副
葬
例

は
む
し
ろ
稀
で
、
多
数
の
須
恵
器
と
と
も
に
、
せ
い
ぜ
い
一
十
二
個
の
上
師
器
の
あ
る
例
さ
え
珍
ら
し
い
方
で
あ
る
ヽ
こ
の
点
か
ら
し
て

も
、
こ
れ
ら
前
方
部
の
遺
物
は
、
破
壊
し
た
石
室
か
ら
持
ち
出
し
て
遺
棄
し
た
も
の
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
そ
の
大
部
分
は
本
来
前
方

部
に
存
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
、
前
方
部
上
面
が
埋
葬
時
乃
至
そ
の
前
後
に
お
け
る
祭
祀
の
場
に

供
せ
ら
れ
た
可
能
性
を
思
わ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

〔
第

一
号
石
室
出
土
遺
物
〕

第

一
号
石
室
で
は
、
床
面
に
密
着
し
て
遺
物
が
遺
存
し
た
の
は
羨
道
部
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
の
品
目
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

室
内
に
崩
れ
こ
ん
だ
上
の
中
か
ら
検
出
さ
れ
た
も
の
は
、

銅
環
残
欠
　
　
一

須
恵
器
片
　
　
若
千

で
あ
る
。
右
の
う
ち
羨
道
に
遺
存
し
た
蓋
堺
は
、
蓋
身
と
も
に
第
二
期
通
例
の
特
徴
を
そ
な
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
羨
道
の
中
ほ

ど
よ
り
や
や
前
寄
つ
の
北
壁
に
近
く
互
い
に
密
接
し
て
床
面
に
並
ん
で
い
た
。
（第
七
図
及
び
第
八
図
）

壺
は
口
径
七
・七
セ
ン
テ
、頸
径
六
セ
ン
チ
、
胴
径

一
〇
・五
セ
ン
チ
、
高
さ

一
〇
セ
ン
チ
の
小
形
品
で
、
下
部
は
削
り
仕
上
げ
で
あ
る
。

須
壺   蓋 恵

雰 器

蓋 身
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こ
れ
と
似
た
も
の
が
、
薄
井
原
と
余
り
遠

く
な
い
常
熊
古
墳
で
出
上
し
て
い
る
例
な

ど
か
ら
推
し
て
も
、
第
二
期
と
み
な
し
て

よ
い
。
こ
の
三
は
羨
道
の
中
ほ
ど
よ
り
や

や
奥
寄
り
の
南
壁
に
近
く
遺
存
し
た
。

次
に
陥
入
土
中
か
ら
検
出
の
銅
環
は
、

腐
蝕
甚
だ
し
い
も
の
で
、
残
欠
で
あ
る
が

径
二

・
七
セ
ン
テ
内
外
、
身
の
径
五
ミ
リ

ば
か
り
の
中
実
の
も
の
で
あ
っ
て
、
後
期

古
墳
に
例
の
多
い
式
の
も
の
で
あ
る
。
お

そ
ら
く
石
棺
等
の
破
壊
さ
れ
た
際
な
ど
に

土
中
に
混
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
陥
入
土

中
か
ら
検
出
の
須
恵
器
片
は
皆
小
片
で
あ

っ
て
、　
一
片
は
径
六

・
七
セ
ン
チ
の
小
形

壺
の
頸
肩
部
の
残
欠
で
、　
一
片
は
壺
の
蓋

と
思
わ
れ
る
必
形
品
の
残
片
、　
一
片
は
第

二
期
蓋
邦
の
小
片
で
あ
り
、
そ
の
他
は
特

徴
を

つ
か
み
得
な
い
小
片
ば
か
り
で

あ

ＺＯ
。

第七図 第一号石室遺物出土状況
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〔
第
二
号
石
室
お
よ
び
同
石
棺
内
出
土
遺
物
〕

第
二
号
石
室
の
棺
外
か
ら
検
出
さ
れ
た
遺
物
は
、

須
恵
器

脚
付
壷
　
　
一

有
蓋
壷
　
　
一

馬
　
具

鉄
地
金
銅
張
菱
形
金
具

鉄
地
金
銅
張
半
円
形
金
具

鏃
身
様
鉄
器

石
棺
内
部
遺
存
の
遺
物
は
、

ガ
ラ
ス
小
玉
　
九

直
刀
身
　
　
　
二

刀
子
　
　
　
　
一二

鉄
鏃
　
　
　
一一
一

ゃ
り
が
ん
な

鈍
　
　
　
　
　
一

で
あ
る
。

右
の
う
ち
、
ま
ず
棺
外
の
遺
存
の
脚
付
壼
は
総
高

三
二
セ
ン
チ
、
脚
高
七

・
五
セ
ン
テ
、
口
径
八

・
七

セ
ン
チ
、
胴
径

一
八

・
八
セ
ン
チ
、
脚
上
端
径
七

・

第九図 第二号石室遺物出土状況
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四
セ
ン
チ
、
脚
底
径

一
五

・
六
セ
ン
チ
、
頸
は
高
さ

一
・
七

セ
ン
テ
あ
っ
て
直
立
し
、
脚
に
は
中
程
に
沈
線

一
条
を
め
ぐ

ら
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
は
本
来
有
蓋
の
式
の
も
の
で
あ

り
、
頸
の
附
近
に
は
蓋
を
し
て
焼
成
し
た
あ
と
を
留
め
て
い

る
が
、
実
際
に
は
蓋
は
遺
存
し
な
か
っ
た
。
焼
成
の
際
に
脚

な
ど
に
歪
を
生
じ
た
た
め
、
壺
の
口
縁
は
か
な
り
傾
い
て
い

る
。
脚
部
や
胴
部
に
お
け
る
装
飾
が
簡
略
化
し
て
い
る
が
、

そ
の
形
態
か
ら
み
れ
ば
第
二
期
の
須
恵
器
と
し
て
も
差
支
え

な
い
で
あ
ろ
う
。

有
蓋
壺
は
、
右
の
品
の
脚
部
を
省
い
た
形
で
あ
っ
て
、
身

の
高
さ

一
〇

・
八
セ
ン
チ
、
口
径
八

・
三
セ
ン
チ
、
胴
径

一

六

・
四
セ
ン
チ
、
蓋
は
高
さ
八

・
八
セ
ン
チ
、
径

一
二

・
四

セ
ン
チ
あ
り
、
身
は
肩
か
ら
胴
の
あ
た
り
に
間
隔
約
二

。
三

セ
ン
チ
の
平
行
沈
線
を
め
ぐ
ら
す
。
蓋
の
上
面
と
側
面
と
は

裁
然
と
区
分
さ
れ
、
側
面
は
直
線
状
に
下
向
す
る
も
の
で
、

（註
２
）

大
体
第
二
期

の
通
例

に
も
れ
な
い
も

の
と

い
え
る
。

以
上
の
二
つ
の
壺
は
石
棺
の
奥
の
方
の
は
ず
れ
に
近
い
あ

た
り
、
石
室
の
北
壁
と
の
間
に
遺
存
し
、
蓋
付
壺
は
棺
身
に

近
く
、
他
の
は
壺
室
壁
に
近
く
発
見
さ
れ
た
。
脚
付
壺
は
落

第一〇図 第二号石室出土須恵器実測図
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石
の
た
め
割
れ
て
お
り
、
ま
た
無
脚
の
壺
も
傾
き
、
そ
の
蓋
は
転
落
し
て
い
た
。

次
に
、
鉄
地
金
銅
張
菱
形
金
具
は
長
さ
八

・
六
セ
ン
デ
、
幅
四

・
七
セ
ン
チ
、
厚
さ
五
ミ
リ
あ
り
、
四
隅
に
大
形
の
笠
鋲
を
施
し
た
も

の
で
あ
る
。

鉄
地
金
銅
張
半
円
形
金
具
は
長
さ
二

・
四
セ
ン
テ
、
幅
二

・
五
セ
ン
チ
、
厚
さ
三

・
五
ミ
リ
あ
り
、
三
個
の
鋲
を
施
し
た
も
の
で
、
裏

側
に
出
だ
鋲
身
に
は
、
僅
か
に
皮
革
質
ら
し
い
も
の
が
附
着
し
て
い
る
。
鉄
鏃
様
鉄
器
の
残
欠
は
、
笹
葉
形
の
幅
二

・
四
セ
ン
チ
の
も
の

が
、
長
さ
六

・
五
セ
ン
チ
だ
け
残

っ
て
い
る
。
厚
さ
は
約
ニ
ミ
リ
で
あ
っ
て
、
幾
分
反
り
気
味
で
あ
る
。
残
欠
の
た
め
鏃
と
も
断
定
し
か

ね
る
。
（第

一
一
図
の
６
）

以
上
の
金
属
製
品
類
は
石
棺
と
石
室
奥
壁
と
の
間
の
石
敷
き

の
床
面
か
ら
検
出
さ
れ
た
。
馬
具
類
は
甚
だ
少
量
で
あ
る
が
、

戦
後
密
掘
が
行
な
わ
れ
た
の
は
、
こ
の
奥
壁
と
石
棺
の
間
の
部

分
し
か
考
え
ら
れ
ず
、
鐙
等
の
持
ち
出
さ
れ
た
こ
と
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
理
由
が
了
解
さ
れ
る
。

次
に
石
棺
内
遺
存
の
品
の
う
ち
、
ガ
ラ
ス
玉
は
、
い
ず
れ
も

淡
青
色
半
透
明
で
、
径
五
十
四
ミ
リ
、
高
さ
四
十
三
ミ
リ
あ
り

組
通
し
の
孔
は
径

一
ミ
リ
内
外
の
も
の
で
あ
る
。

次
に
直
刀
は
二
口
あ
り
、
そ
の
う
ち
の

一
口
は
、
全
長
八
〇

・
四
セ
ン
チ
、
刃
部
の
長
さ
六
四

・
四
セ
ン
テ
、
関
幅
三

・
八

セ
ン
チ
、
棟
幅
は
身
の
中
程
で

一
・
一
セ
ン
チ
あ
る
。
切
先
は

い
わ
ゆ
る
八
く
ら
切
先
、
関
は
両
関
で
あ
る
が
棟
の
側
は
僅

0           5
Cm

第一一図 第二号石室出土馬具等実測図
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第

一
二
図
　
第
二
号
石
室
石
棺
内
出
土
直
刀
実
測
図

か
に
認
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
茎
は
先
端
が
細
く
な
る
式
で
、
目
釘
孔
が
二
つ
あ
り
、　
一
部
に
柄
木
の
附
着
が
認
め
ら
れ
る
。
他
の

一

回
は
、
全
長
七
四
セ
ン
チ
ば
か
り
、
銹
化
著
し
く
、
関
の
位
置
は
判
別
因
難
で
あ
る
が
、
刃
部
の
長
さ
六
三
セ
ン
テ
前
後
と
思
わ
れ
る
。

身
の
幅
三

・
ニ
セ
ン
チ
、
棟
幅
九
ミ
リ
ば
か
り
で
、
切
先
は
八
く
ら
切
先
と
思
わ
れ
る
。
茎
は
先
端
が

一
文
字
に
切
れ
上
る
式
で
、
比
較

的
幅
広
の
形
式
で
あ
り
、
茎
端
に
近
く
目
釘

一
本
が
認
め
ら
れ
る
。

刀
子
は
、
三
日
の
う
ち
完
存
す
る
も
の
が

一
口
あ
り
、
そ
の
全
長

一
三

・
三
セ
ン
チ
、
身
の
長
さ
八
セ
ン
テ
、
身
の
幅
は
関
で

一
・
六

セ
ン
チ
、
棟
幅
三

・
五
ミ
リ
、
茎
幅
八
ミ
リ
、
厚
さ
三
ミ
リ
あ
り
、
茎
部
の
関
附
近
に
鹿
角
柄
を
着
装
し
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
鞘
の

状
況
は
不
明
で
あ
る
。
第
二
の
刀
子
は
切
先
を
欠
損
し
、
現
存
の
長
さ
九

・
八
セ
ン
チ
、
身
の
現
存
の
長
さ
六
セ
ン
テ
、
茎
は
比
較
的
短

く
、
鹿
角
柄
を
着
装
し
た
も
の
で
あ
る
。
身
幅

一
・
五
セ
ン
チ
、
棟
幅
三
ミ
リ
、
表
面
に
鞘
木
が
附
着
し
て
い
る
。
第
二
の
刀
子
は
、
身

の
半
分
ば
か
り
を
欠
損
し
て
い
る
。
現
存
の
長
さ
七

・
ニ
セ
ン
チ
、
柄
の
長
さ
四

・
六
セ
ン
チ
、
柄
は
鹿
角
製
で
、
中
程
の
径

一
・
一
セ

ン
チ
、
断
面
は
円
形
に
近
い
。
身
は
刃
部
が
内
湾
す
る
式
で
、
幅

一
・
一
セ
ン
テ
、
椋
幅
四

・
五
ミ
リ
、
木
鞘
の
附
着
が
認
め
ら
れ
る
。

一- 37 -―



５

　

　

　

　

　

　

　

０

阿

田

Π

Ｈ

田

耐

Π

□

日

巴

な
お
こ
の
鞘
の

一
部
に
朱
が
附
着
し
て
い
る
。

（第

一
四
図
の
１５
・２０
）

鉄
鏃
は
二
〇
本
と
も
、
す
べ
て
平
根
式
で
あ
り
、
二
種
に
大
別
さ
れ
る
。

‘

広

勿

留

‐

―

弯

そ
の

一
は
箆
被
あ
る
長
三
角
形
式
の
も
の
で

一
四
本
あ
り
、

そ
の
二
は
箆
被
あ
る
腸
挟
式
の
も
の
で
五
本
あ
る
。
長

三
角
形
式
の
も
の
は
、
全
長

一
三

・
○
十

一
二

・
四
セ

ン
チ
、
身
の
長
さ
五

・
五
十
五

・
ニ
セ
ン
チ
、
身
幅

一

。
九
セ
ン
チ
、
厚
さ
四
ミ
リ
内
外
で
あ
り
、
茎
は
竹
材

に
扶
み
、
そ
の
上
部
を
桜
皮
で
巻
い
た
箆
の

一
部
が
残

存
す
る
。
腸
快
式
の
も
の
は
、
前
者
よ
り
や
や
短
く
、

全
長

一
〇

。
九
セ
ン
チ
内
外
で
あ
る
。

鈍
は
先
端
を
欠
損
し
、
現
存
の
長
さ

一
〇

。
六
セ
ン

=幸 華 ユ こ とジ

―

Cn

第一四図 第二号石室棺内

出土刀子及び鈍実測図

5        17

第一三図 第 二 号 石 室

棺内出土鉄鏃実測図

―- 38 -―



チ
、
身
の
現
存
の
長
さ
三

・
六
セ
ン
チ
、
柄
は
木
製
で
幅

一
・
ニ
セ
ン
チ
、
身
の
幅
九

・
五
ミ
リ
、
厚
さ
二

・
五
ミ
リ
あ
り
、
身
に
若
千

の
反
り
が
あ
る
。
身
の
断
面
は
下
面
が
平
で
上
面
に
や
ゝ
丸
み
を
も
っ
た
三
角
形
を
呈
す
る
。

（第

一
四
図
の
１７
）

以
上
石
棺
内
検
出
の
遺
物
の
う
ち
、
直
刀
は
そ
れ
ぞ
れ
棺
の
両
長
壁
に
近
く
刃
を
外
に
し
て
お
か
れ
、
南
壁
側
の
も
の
は
柄
を
奥
の
方

に
し
、
北
壁
側
の
も
の
は
柄
を
前
に
し
て
あ
っ
た
。
鉄
鏃
、
刀
子
等
は
お
も
に
棺
の
中
ほ
ど
か
ら
奥
部
に
あ
り
、
そ
の
方
向
は
ま
ち
ま
ち

と
な
っ
て
い
た
。
上
石
の
陥
入
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
ガ
ラ
ス
の
玉
は
棺
の
中
心
よ
り
や
や
奥
の
方
の
北
寄
り
に
集
ま
っ
て
い
た
。

第
二
号
石
室
は
、
棺
外
は
明
ら
か
に
密
掘
を
経
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
棺
内
は
、
さ
き
に
も
記
し
た
よ
う
に
後
世
の
密
掘
の
手
が
加
わ

っ
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
し
て
は
、
棺
内
の
遺
物
は
、
そ
の
石
室
や
石
棺
の
堂
々
と
し
て
い
る
の
に
比
し
て
簡
素
な
も
の

で
あ
る
こ
と
が
注
意
せ
ら
れ
る
。

七
　
結

薄
井
原
吉
墳
の
存
在
は
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
そ
の
具
体
的
内
容
が
右
の
通
り
判
明
し
た
次
第

で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
今
少
し
く
そ
の
年
代
観
に
つ
い
て
述
べ
、
か
つ
新
資
料
と
し
て
示
唆
す
る
二
、
三
の
問
題
に
言
及
す
る
こ

と
と
す
る
。

古
墳
の
年
代
の
推
考
は
、
確
実
な
副
葬
品
を
例
う
所
と
す
べ
き
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
。
薄
井
原
古
墳
で
は
、
幸
に
し
て
第

一
号
石
室

羨
道
床
面
検
出
の
須
恵
器
類
と
、
第
二
号
石
室
の
石
棺
内
外
の
床
面
か
ら
検
出
さ
れ
た
遺
物
類
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
確
実
な
副
募
品
と
認
め

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
物
の
中
で
か
な
り
的
確
に
時
期
関
係
を
と
ら
え
得
る
の
は
須
恵
器
で
あ
る
。
第

一
号
石
室
副
葬
の
須
恵
器
は
、
山

陰
地
方
古
墳
時
代
須
恵
器
を
四
期
に
区
分
す
る
場
合
の
第
二
期
の
特
徴
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
第
二
号
石
室
副
葬
の
須
恵
器
も
概
ね
同
期

と
認
む
べ
き
こ
と
先
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
須
恵
器
の
第
二
期
は
、
い
わ
ゆ
る
後
期
古
墳
時
代
の
最
盛
時
と
も
い
う
べ
き
時
期
で
あ

三五
口口
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Ｚ
Ｏ

。鳥
根
県
下
の
遺
物
の
判
明
し
て
い
る
後
期
古
墳
と
薄
井
原
古
墳
と
を
、
須
恵
器
を
目
安
に
し
て
そ
の
時
期
を
比
較
し
て
み
る
と
、
こ
の

薄
井
原
と
よ
く
似
た
内
部
構
造
を
も
つ
松
江
市
大
車
町
岡
田
山
編
虻
、
石
棺
式
石
室
と
し
て
早
く
か
ら
紹
介
さ
れ
た
同
町
の
古
天
倦
可
野

同
様
構
造
の
八
束
郡
宍
道
町
伊
賀
賂
ゞ
鮮
ヽ
薄
井
原
と
近
い
東
持
田
町
常
継
研
障

（石
棺
式
石
室
の
亜
流
の
割
石
構
築
の
石
室
）
な
ど
は

い
ず
れ
も
第
二
期
で
、
ほ
ぼ
近
い
年
代
の
も
の
で
あ
り
、
浜
田
市
治
和
の
州
刑
�
判
到
輔
ぇ
は
、
こ
れ
ら
よ
り
古
い
第
二
期
の
も
の
で
あ
る
。

ま
だ
有
名
な
出
雲
市
の
大
念
寺
（静

建
や
築
山
裕
麟
一は
、
薄
井
原
よ
り
や
や
下
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
同
じ
持
田
川
津
平

野
に
の
ぞ
む
上
東
川
津
の
西
宗
寺
継
融
如
ば
相
当
立
派
な
石
棺
式
石
室
で
あ
る
が
、
明
瞭
な
第
四
期
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
多
数
の
第
二
期

の
」町
知
庫
び
第
四
期
の
横
穴
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。
山
陰
で
は
、
多
数
の
古
墳
の
例
か
ら
見
る
と
、
第

一
期
の
横
穴
式
石
室
の
た
し
か
な

も
の
は
未
検
出
の
よ
う
で
あ
り
、
第
二
期
の
横
穴
式
石
室
は
、
あ
る
こ
と
は
あ
る
が
甚
だ
稀
で
あ
る
に
対
し
、
第
二
期
の
横
穴
式
石
室
や

横
穴
は
随
所
に
認
め
ら
れ
、
そ
れ
は
第
四
期

へ
と
続
く
の
で
あ
る
。
薄
井
原
古
墳
の
時
期
を
後
期
型
古
墳
の
盛
行
時
と
す
る
ゆ
え
ん
で
あ

′Ｏ
。さ

て
須
恵
器
の
第
三
期
と
は
、
絶
対
年
代
は
い
つ
ご
ろ
に
比
定
さ．
れ
る
か
。
そ
れ
は
現
段
階
で
は
、
な
お
的
確
に
は
い
え
な
い
実
情
で

あ
る
。
仮
り
に
現
今
や
や
漠
然
と
多
く
の
人
々
に
よ
り
推
測
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
な
ら
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
お
よ
そ
六
世
紀
の
後
半

ご
ろ
と
し
て
大
差
は
な
か
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
史
上
の
推
古
時
代
に
か
な
り
近
い
年
代
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
で
、
こ
の
地
方
の
古
墳
資
料
に
新
た
な
事
例
を
加
え
た
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
そ
の
外
形
が
前
方
後
方
墳
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
の
は
注
意
す
べ
き
事
実
の

一
つ
で
あ
る
。

そ
も
そ
も

「
前
方
後
方
墳
」
と
い
う
墳
丘
形
式
の
あ
る
こ
と
を
最
初
に
と
な
え
だ
の
は
、
大
正

一
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
島
根
県
史
第
四

巻
で
あ
っ
て
、
松
江
市
山
代
町
の
二
子
塚
古
墳
を
こ
の
形
式
の
も
の
と
し
て
指
摘
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
関
東
で
こ

の
種
の
墳
形
が
検
出
さ
れ
、
戦
前
す
で
に
数
基
知
ら
れ
て
い
た
が
、
甚
だ
稀
な
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
戦
後
島
根
県
下
の
古
墳
調
査
が
進
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む
に
つ
れ
、
昭
和
二
五
年
ご
ろ
に
は
出
雲
国
に
九
基
ば
か
り
判
明
し
、
そ
れ
は
こ
の
地
方
に
方
形
墳
の
多
い
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
出
雲
地

方
の
古
墳
の
も
つ
注
意
す
べ
き
様
相
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
に
奄
恥
ド
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
関
東

・
東
北

。
東
海

・
北
陸

。
近
畿

（註
１３
）

・
山
陽
等
の
各
地
で
こ
の
種
の
墳
形
を
も
つ
も
の
が
検
出
さ
れ
、
現
在
で
は
そ
の
数
合
せ
て
四
〇
基
を
こ
え
る
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、

出
雲
で
も
そ
の
後
の
新
し
い
発
見
も
あ
り
、　
一
四
基
ば
か
り
を
数
え
る
に
至

っ
て
い
る
こ
と
は
、
や
は
り
こ
の
地
方
の
特
色
を
も
つ
様
相

と
し
て
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
様
相
は
、
当
代
文
化
の
地
域
的
な
封
鎖
性
の

一
面
を
示
唆
す
る
と
と
も
に
、
ま
た
こ
の
特

殊
な
墳
形
の
も
の
が
、
諸
地
方
に
点
在
分
布
す
る
こ
と
か
ら
し
て
、
当
代
文
化
の
伝
播
の
条
件
に
つ
い
て
も
示
唆
す
る
も
の
が
あ
る
よ
う

で
あ
る
。

前
方
後
方
墳
と
い
う
特
異
な
墳
形
は
、
如
何
な
る
時
期
に
行
な
わ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
種
々
の
意
味
で
注
意
さ
れ
る
間
題
で
あ
る

（註
１４
）

が
、
中
に
は
か
な
り
古
い
様
相
の
も
の
も
判
明
し
て
来
た
。
出
雲
で
も
三
刀
屋
町
の
松
本

一
号
墳
の
如
き
は
古
い
時
期
の
好
例
で
あ
る
が

早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
松
江
市
古
天
神
古
墳
や
、
今
回
判
明
し
た
薄
井
原
古
墳
は
後
期
の
好
例
で
あ
っ
て
、
こ
の
種
の
墳
形
が
、
こ
の

地
方
で
は
長
期
間
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
も
注
意
す
べ
き
事
実
で
あ
る
。

次
に
主
体
構
造
に
つ
い
て
も
注
意
す
べ
き
事
例
と
い
え
る
。
ま
ず
同
じ
規
模
を
も
つ
主
体
が
本
来
計
画
的
に
二
基
構
築
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。　
一
墳
に
多
数
の
埋
葬
構
造
を
も
つ
も
の
は
、
す
で
に
古
式
首
墳
に
お
い
て
そ
の
例
は
少
な
く
な
い
。
後
期
の
古
墳
に
お
い
て

も
、
と
き
に
そ
う
し
た
事
例
は
あ
る
。
し
か
し
後
期
古
墳
で
は
、
陪
葬
的
で
な
い
等
質
的
な
数
個
の
主
体
構
造
を
も
つ
も
の
は
か
な
り
稀

で
あ
る
。
こ
れ
は
古
式
古
墳
で
は
、　
一
構
造
に

一
人
の
遺
体
を
収
め
る
の
が
原
則
で
あ
る
の
に
対
し
、
横
穴
式
の
構
造
を
通
例
と
す
る
後

期
古
墳
で
は
、　
一
室
に
数
名
を
合
葬
す
る
こ
と
と
関
連
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
薄
井
原
の
第
二
号
石
室
は

一
基
の
石
棺
を
お
く
も
の
で

あ
る
が
、
こ
の
棺
に

一
人
し
か
収
容
さ
れ
な
か
っ
た
か
否
か
は
速
断
出
来
な
い
。
し
か
し
少
く
も
、
本
来
は

一
人
用
と
し
て
造
ら
れ
た
と

解
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
古
式
の
古
墳
に
お
い
て
、　
一
墳
に
数
個
の
等
質
的
な
構
造
を
も
つ
場
合
と
、
薄
井
原

の
場
合
と
は
通
じ
る

一
面
を
も
つ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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薄
井
原
古
墳
の
石
室
は
、
い
わ
ゆ
る
片
袖
形
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
か
な
り
よ
く
整

っ
だ
も
の
に
属
し
、
ま
た
閉
塞
部
の
構
造
を
完
存
す

る
こ
と
も
、
石
室
構
造
の
資
料
と
し
て
は
有
益
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
片
袖
形
石
室
は
、
日
本
の
各
地
に
例
の
あ
る
も
の
で
あ
る
が

出
雲
地
方
と
し
て
は
む
し
ろ
稀
な
例
で
あ
っ
て
、
わ
ず
か
に
松
江
市
大
草
町
岡
田
山
古
墳
な
ど
が
確
実
な
例
に
す
ぎ
な
い
。
出
雲
市
宝
塚

（註
１５
）

古
墳
も
片
袖
形
で
は
あ
る
が
、
用
材
や
構
築
手
法
は
よ
ほ
ど
異
る
。
出
雲
東
部
地
域
で
は
石
棺
式
石
室
と
そ
の
亜
流
と
が
圧
倒
的
に
多
く

西
部
地
域
に
は
両
袖
形
の
石
室
が
多
い
。
石
見
で
は
益
田
市
鵜
ノ
鼻
古
墳
群
中
に
片
袖
形
の
や
や
簡
単
な
も
の
が
見
ら
れ
る
。

次
に
注
意
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
薄
井
原
古
墳
を
そ
の
周
囲
の
古
墳
環
境
と
の
関
連
に
お
い
て
見
る
場
合
の
示
唆
で
あ
る
。
持
田
川
津
平

野
地
域
は
、
中
期
的
様
相
を
も
つ
か
な
り
の
大
き
さ
の
古
墳
も
あ
っ
て
、
島
根
半
島
東
部
、
す
な
わ
ち
昔
の
島
根
郡
の
地
域
の
中
で
は
中

心
的
な
古
墳
地
帯
で
あ
る
こ
と
を
先
に
記
し
た
が
、
そ
の
中
に
お
い
て
薄
井
原
古
墳
は
最
大
の
規
模
を
も
ち
、
そ
の
時
期
が

お
よ
そ
六

世
紀
の
後
半
ご
ろ
と
す
る
と
、
そ
の
被
葬
者
は
当
時
右
地
域
内
で
の
最
大
級
の
豪
族
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
後
や
が
て
成

立
す
る
律
令
制
時
代
で
い
え
ば
、
郡
司
級
の
豪
族
で
あ
ろ
う
と
想
像
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
附
近
に
郡
衛
が
置
か
れ
た
鶴
脚

も
、
勿
論
交
通
上
の
条
件
に
も
よ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
う
し
た
古
く
か
ら
の
歴
史
的
背
景
と
も
関
連
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
も
想
像

で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
具
体
的
に
論
ず
る
こ
と
は
、
こ
の
報
告
書
の
主
旨
で
は
な
い
の
で
省
略
し
、
こ
こ
で
は
こ
う
し
た

問
題
に
つ
い
て
も
、
今
回
の
調
査
が
有
益
な
資
料
を
与
え
た
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

以
上
報
告
を
終
え
る
に
当
り
、　
三
言
断

っ
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
今
回
の
調
査
は
破
壊
に
頻
し
て
い
る
石
室
内
部
の
調
査
を
主
目
的
と

し
た
性
質
上
、
古
墳
全
体
に
わ
た
り
調
査
を
徹
底
さ
せ
得
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
　
①
第

一
号
、
第
二
号
石
室
と
も
、
羨
門

閉
塞
部
か
ら
こ
れ
に
続
く
い
わ
ゆ
る
前
庭
部
の
状
況
　
②
到
上
の
構
成
　
③
墳
丘
周
囲
の
状
況
　
①
陪
塚
の
内
容
、
等
は
未
調
査
の
ま
ま

で
あ
っ
て
、
今
後
し
か
る
べ
き
機
会
に
そ
れ
が
完
徹
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
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註

１
　
山
本
清

「
山
陰
の
須
恵
器
」

（島
根
大
学
開
学
十
周
年
記
念
論
文
集
、
人
文
科
学
篇
）
に
須
恵
器
緬
年
の
大
要
を
載
せ
て
い
る
。

２
　
こ
の
種
の
五
で
、
伴
出
品
か
ら
明
険
な
第
三
期
に
属
す
る
も
の
は
、
松
江
市
岡
田
山
古
墳
、
同
八
幡
町
的
場
第

一
号
横
穴
、
同
第
四
号
横
穴
等
出
上
の
例

が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
肩
の
二
条
の
沈
線
の
間
に
櫛
歯
刺
突
文
を
加
え
た
も
の
で
、
そ
の
点
薄
井
原
の
品
は
や
や
簡
略
化
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

３
　
梅
原
末
治

「
出
雲
国
八
束
郡
岡
田
山
古
墳
調
査
報
告
」

（中
央
史
垣
四
四

。
四
五
）
、島
根
県
史
四
等
に
こ
の
古
墳
の
記
載
が
あ
り
、
遺
物
の
大
部
分
は
島

根
県
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。

４
　
梅
原
末
治

「
出
雲
の
特
殊
古
墳
」

（考
古
学
雑
誌
第
九
巻
三
号
）、
高
橋
健
自

「
出
雲
国
八
束
都
大
車
古
天
神
山
古
墳
発
掘
遺
物
」

（同
第
九
巻
五
号
）
、島

根
県
史
四
等
で
紹
介
さ
れ
、
そ
の
須
恵
器
に
つ
い
て
は
山
本
清

「
須
恵
器
よ
り
見
た
る
出
雲
地
方
石
棺
式
石
室
の
時
期
に
つ
い
て
」

（島
根
大
学
論
集
、
人

文
科
学
篇
六
号
）
で
摩
れ
て
い
る
。

５
　
昭
和
三
三
年
七
月
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
。
報
告
は
宍
道
町
史
に
収
録
の
予
定
。
主
体
構
造
に
つ
い
て
は
山
本
清

「
特
殊
閉
塞
石
を
も
つ
石
棺
式
石
室
の
新

例
に
つ
い
て
」

（日
本
考
古
学
協
会
、
昭
和
三
六
年
度
大
会
研
究
発
表
要
旨
）
で
摩
れ
た
。

６
　
常
熊
古
墳
は
昭
和
三
二
年
八
月
道
路
工
事
で
発
見
さ
れ
、
山
本
が
応
急
調
査
を
行
な
っ
た
。
そ
の
須
恵
器
の
一
部
は
前
掲

「
山
陰
の
須
恵
器
」
に
図
を
示

し
た
。

７
　
山
本
清

「
浜
田
遺
物
剃
刑
創
利
古
墳
遺
物
に
つ
い
て
」

（島
根
大
学
論
集
、
人
文
科
学
篇
七
号
）

８
、
９
　
梅
原
末
治

「
出
雲
の
特
殊
古
墳
」

（考
古
学
雑
誌
第
九
巻
五
号
）
島
根
県
史
四
、
出
雲
市
誌
に
そ
の
構
造
及
び
遺
物
に
つ
い
て
記
載
が
あ
る
。

１０
　
山
本
清

「
須
恵
器
よ
り
見
た
る
出
雲
地
方
石
棺
式
石
室
の
時
期
に
つ
い
て
」

１１
　
山
本
清

「
西
山
陰
の
横
穴
に
つ
い
て
」

（島
根
大
学
論
集
、
人
文
科
学
篇
八
号
）
同

「
横
穴
の
形
式
と
時
期
に
つ
い
て
」

（同
上

一
一
号
）
に
は
そ
の
例

を
挙
げ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

・２
　
山
本
清

「
出
雲
に
お
け
る
方
形
墳
と
前
方
後
方
墳
に
つ
い
て
」

（島
根
大
学
論
集
、
人
文
科
学
篇

一
号
）

・３
　
昭
和
三

一
年
に
大
塚
初
重
氏
は

「
前
方
後
方
墳
の
成
立
と
そ
の
性
格
」

（駿
台
史
学
六
号
）
に
お
い
て
、
全
国
に
わ
た
る
こ
の
種
墳
形
の
も
の
二
四
基
を
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挙
げ
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
も
各
地
で
発
見
が
あ
り
、
昭
和
三
六
年
刊
行
の

「
月
の
輪
古
墳
」
に
は
美
作
地
方
に
あ
る
五
基
を
記
載
し
て
い
る
の
は
一
地
方
と

し
て
は
多
く
発
見
さ
れ
た
例
で
あ
ろ
う
。
出
雲
国
内
で
現
在
判
明
し
て
い
る
の
は
、
い
松
江
市
山
代
二
千
塚
　
②
安
来
市
西
赤
江
神
塚

（宮
山
）
　

０
松
江

市
竹
矢
岩
船
　
ω
松
江
市
乃
木
二
子
塚
　
①
松
江
市
大
革
御
崎
山
　
０
松
江
市
西
川
津
金
崎

一
号
　
⑦
松
江
市
比
津
小
丸
山
　
０
松
江
市
大
車
古
天
神
　
①

松
江
市
中
竹
矢
　
ｍ
松
江
市
西
，川
津
金
崎
五
号
　
い
松
江
市
西
川
津
菅
田
丘
　
⑫
安
来
市
矢
円
椿
谷
　
１９
飯
石
郡
三
刀
屋
町
松
本

一
号
　
⑭
松
江
市
坂
本
薄

井
原
で
あ
る
。

・４
　
昭
和
三
六
年
判
明
。
長
さ
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
。
丘
陵
上
に
あ
り
、
前
方
部
の
上
部
前
端
附
近
で
合
口
壷
棺
と
思
わ
れ
る
大
形
の
、
も

っ
と
も
古
式
の
上
師

器
が
出
土
し
て
い
る
。

・５
　
梅
原
末
治

「出
雲
の
特
殊
古
墳
」
（考
古
学
雑
誌
第
九
巻

一
号
）
島
根
県
史
四
に
そ
の
記
載
が
あ
る
玄
室
は
切
石
造
り
で
横
口
式
石
棺
を
も
つ
も
の
で
あ

呟
υ
。

・６
　
島
根
郡
の
郡
家
の
位
置
に
つ
き
後
藤
蔵
四
郎

「
出
雲
国
風
土
記
考
証
」
と
朝
山
皓

「
出
雲
国
風
土
記
に
お
け
る
地
理
上
の
諸
問
題
」

一‐出
雲
国
風
土
記
の

研
究
」
所
収
）
は
互
い
に
や
や
異
な
る
位
置
を
推
定
し
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
持
田
川
津
平
野
の
中
に
比
定
す
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。
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